
昭和 30 年度



年報第七 上持について

わが衛生研究所の年報も第七号となった。やや遅刊したが， ζ乙に昭和BO年度の事業及び研究の

概要を報告する次第であるも

このflミ，特に記録して置かねばならない事の一つは，わが研究所の職員で， 57歳以上に達した部

長，課長が辞職を勧奨された ζ とである。 ζれは東京都の万針によるもので己むを得ないものであ

るが，研究所としては，惜しい人を失う結果となった。此の際退職された部長は3人，課長3人で、

あった。

乙れらの部課長は，伺れも東京府，東京市の｜時代から長年月に亘ってその業務に献身されて来た

人達で、あって，長い間の勉学と経験と達成した技術と頭脳とを結集してわが研究所のために努力奮

闘されたのである。 ζの主lミ報をかりて深甚の感謝の志を捧ぐる。

本年報の編集は，関係者全般の協力によるものでめるが，今回はヲ研究項目のすべてを網羅する

ことにしたため，報告の内容記載は，抄録の程度となった。その点御了承の上、御精読をお願いす

る。

昭和 32年 1月

東京都立衛生研究所長新井養老
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第一章序 説

1. 設立の目的と事業

東京都立衛生研究所は東京都の公衆衛生の向上増進

に寄与するために設立された。

業務内容は細菌学的検査，血清学的検査，書生虫検

査，臨床試験，環境試験，水質検査，栄養試験，食品

検査，獣疫検査，製品検査，尿薬品検査など，きわめ

て多岐にわたっている。

とれらの試験検査は，衛生行政の裏付けをする収去

検体，中毒検体などの行政的検体を中心とじて行われ，

一般都民，開業医などからの依頼による依頼試験も行

っているむ

その他地方衛生研究所，各検査研究機関との技術交

流を行い，技術の向上，検査成績の確実を期するとと

もに学術的，基礎的調査研究にも努力を払っている凸

又衛生検査指針の作成，衛生関係各種委員会にそれ

ぞれ委員を送り，衛生試験技術指導講習会を開催する

など技術指導方面にも投割を果じ亡いる白

2. 沿革

本研究所の設立以前には衛生試験所，衛生検査所，

純菌検査所，塁手：疫検査所，血援研究所，製薬研究所の

6機関があったが，とれらを統一して昭和24年に東京

都立衛生研究所が設置されたのである。

3. 本年の状況

腸管来病原菌の検査件数は2U,191と昨年より約5

万件程度の増加となっているが，逆に陽性数は 2,800

件程度の減少となっているoとれは28年来降下傾向に

あった赤痢が本年もその傾向を持続しているものと忠

われるo

25年から集団的に発生流行し‘ていた赤痢に対すると

と数年来の防疫措置が，その効果を現わしてきたもの

と考えられ，喜ぶべき現象である。

しかし反田抗生物質の乱用により赤痢が潜在化する

恐れもあるので，本年も流行の感染源となるとれら保

菌者に対する検索の手をゆるめず，都内飲食店関係従

業員の強制検便を続行Lf；こo

毎年検査件数の増加するのは梅毒血清反応で

135,628件と昨年の68,381件の2倍近くの激増となっ

ているoとれは性病予防法など、の周知に伴い，との方

面への認識が深まったためと思われる。

都内の降下ばいじん，また河川，海水の汚染などは

近来やかましい問題となって来たが，本年はその実態

調査を実施して有益な資料を得た。根本的な打開策を

講ずるには，なお詳細な調査を必要とするので31年に

も引き続~との調査を続行する予定である白

本年とくに話題となったものに粉乳による中毒事件

がある。先ず3月に都内9小学校に零印製粉乳による

集団中毒が発生した。所員が原因の究明につとめた結

果プド｛球菌（Staphylococcusaureus）によるとと

を実証した。ついで8月に森永製粉乳による中毒事件

が発生した。とれは全国的なものであったが，本研究

所ではMF印の都内搬入分につき迅速に耽素の定性，

定量を行ったので、あるが，当時その発表定量備につい

ては行政庁を始め世上各方面の注目を集めた。

との他食中毒の発生も意外に多く，細菌学的，理化

学的試験あわせて1,500余件について検査を行った。

又上述の批素中毒事件に刺げぎきれ℃，批素検走依頼

が激増したのが注目された。

ととのととろ下降をたどっていた狂犬病の発生は，

本年わずかに3頭の発生を見たのみで，都内における

狂犬病はほとんど痕跡をとどめる程度に至った。すな

わち本年は186顕の疑似狂犬病検体を検査したが，上

記のようにわずかに3頭が真性狂犬病と決定したのみ

で，その陽性比は1.7%にすぎなかった。

昭和23年頃から流行して， 25年には264頭の発生を

見せて都民を恐怖に陥しいれた狂犬病も，その流行は

全く終末に至ったものと思われるo

一昨年から保健所酎属の職員に対し技術指導講習会

を開催しているが，本年も二部内49カ所．の保健所におけ

る検査技術者，食品，薬事，環境各監視員，狂犬病予

防員に対し日常業務に必要な試験技術と知識を取得さ

せるととを中心として細菌検査，寄生虫検査，臨床試

験，水質検査，食品中の有害性物質試験，容器の化学

試験，牛乳及び乳製品の検査，狂犬病診断法などにつ

いて講習を実施し，との査講習課程を修了したものは

205名で、あった白

( 1 ) 



第二章 機構かよび事業の概要

I機構

本研究所は所長の下に総務部，細菌部，生活衛生部，食品獣医部，化学試験部の5部がある。細部の組織，担当

業務の概要及び配置人員は別表のとおりで、ある。

陥i 員、 寸

nu
－－問 置 表

（昭和31年10月1日現在）

職 名
所長 新井養老 i口b、

吏 貝 麗 貝 保？ 員

主 技 間i 王 段 看 事 ij支 イ乍 工 用

時 Z事 3荷 計－
昔日 名 課 名 事 師 護 業 務

職 助 助
計

事 師 員 補 禍、 婦 手 手 員 員 員

総務部
総 務 課 8 2 1 1 2 2 2 18 

JI ［回半三郎 35 
経 理 課 6 1 6 1 1 2 17 

庶 務 室 3 2 3 1 1 3 2 15 

徴生物課 7 1 15 2 3 4 1 33 

細菌部
寄生虫課 2 2 2 6 

新井養老（兼）
93 

衛生動物課 1 3 3 1 8 

臨床試験課 1 2 3 1 1 8 

各出張所 (7 ケ 所） 1 7 1 5 1 1 4 2 1 23 

環 境 課 4 2 6 

生活衛生部
栄 養 課 8 1 1 10 25 

新井養老（兼）

水 質 課 l 5 3 1 9 

食 品 課 9 2 1 1 13 

食品獣医部
製 ロロロ 課 8 8 31 

三雲隆三郎

獣医衛生課 7 1 1 1 10 

医薬品第一課 7 1 1 9 

化学試験部
医薬品第二課 3 3 6 21 

新井養老（兼）

医薬品第三課 6 6 

メ口':>-. 計ー 20 83 1 12 37 2 2 6 205 

( 2 ) 



東
京
都
立
衛
生
研
究
所
の
組
織
さ
事
業

総

務
JI! 
田
半

言！

主経主総
事事

主
事

ニ［技
河：師

島l暫
分｜ フ丁
目 l養
宝1老

一審 I 

幸町

菌

オゴT
口II"部

l
l昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日
1

1

立務
花

憲課

亮！

四三二一

所公公所
内印文属
他の書職
部管の員
謀守受の
に発人
属、事

し編及
な集び
い体給
と存与
と

野理
中

一課

夫 l

製物予
品品算
のの、

払調決
下達算

そ工会
の事計
他の事
の契務
処約
分

深i荏｜杉！板i小j荒i立
Jiii原i並｜橋！石)JI!)Jl l 
出l出i出i出l;JJl出l出
強l張［張l張！長！張i張
所！所！所所i所所！所

技徴
師
生
辺
野物
事
正課

夫 i
六五四三二一

部生衛血グ各
内物生清イ種
他学細学 1伝
の的菌的JJ..,’染
課製学反ス病
に剤的応の原
属の調検検菌
し製査査査、
な造 診食
し、保定中
と存 毒
との

検
査
主人

買多・

定

技衛技寄
師 ι 師
辺エ生
野動新
喜助井虫
正別養
夫課老課

きl：き！

消リそ原寄
毒ヶ族虫生
剤ツ昆の虫
、チ虫検の
予ヤの査検
防 1検診査
剤cつ査定診
の検診 定
効査定
力診
検定
査

技師

技
師
新
井
養
老

兼

71'技栄
師

一l
l
一
、
車
液
、
し
民
、
脳
脊
品
液
等
の
生
化
学
的
検
査

l
l臨
床
試
験
課
！
！
一
一
一
、
基
礎
及
び
応
用
医
学
む
生
化
学
的
研
究
調
査

技

師

柳

沢

文

正

一

1aleph－
t

三
、
そ
の
他
臨
床
検
査
に
演
す
る
と
と

斎境
藤

一l
l
一
、
日
光
、
雲
気
、
温
度
、
煤
煙
、
騒
音
に
関
す
る
と
と

一
一
一
、
じ
ん
芥
、
し
尿
そ
の
他
汚
物
に
関
す
る
と
と

課
1

1一
三
、
建
築
及
び
衣
服
の
衛
生
に
関
す
る
と
と

り
一
回
、
そ
の
他
環
境
衛
生
に
関
す
る
と
と

毛
「
l
五
、
部
内
他
の
課
に
属
L
な
い
と
と

長質掛養
尾 JI[ 

元課昭課
雅 i二

一
、
栄
養
の
調
査
研
究

一
、
水
質
及
び
温
泉
検
査

ロ
開

τ

、、μト
l

，

哲
事
U

多謀

部食飲
内中食
他毒物
ののの
諜試試
に験験
属及及
しびび
な検検
し査査

と

技獣

師医

嶋衛
回
生

幸課勝課

治！治l

獣狂乳飲規製
疫犬肉食格品
予病検器茎之検
訪そ査調準査
部ucつ 理検
の他 具査
製¥W：等
造疫 の
保検検
存査査

技
師
食
ロロ

-＇®~ 
ニ If去
賓三 Io問

屋ロン
語！

技製
師

秋品
山

技医
師薬

湯
本第

芳課

堆 i

四三二一

部毒毒医
内物物薬
他中、品
の毒議Ijの
課の物試
に化の験
属学試検
し試験査
な験検
し長査
とび
と検
査

技
師
新
井
養
老

事丁

技医 技医
師薬 師薬
ロロ 品
田新
村第井第
三養二
健課老課

夫 lきl
五四三二一二一

他玩衛イヒ麻 生製
部具生粧薬薬薬
課類用品の及原
にの品の試び料
属検、試験その
L査衛験検の試
な生検査原験
い材査 料
化料 の
学の 試
的試 験
試験
験検
査

化
学
試
験
部

（

ω
）
 



算表決算

1. 昭和30年度予算及決算

(1) 総括

昭和30年度

H 

計－追加更正予算額当初予算額目込ー
イ
玄
qa－

費

費
庁

衛

都

｛呆 56,083,708 生健費経

123,344,456 

25,084,440 

6,084,153 

210,003 

3,107,000 

150,000 

70,000 

21,977,440 

5,934,153 

140,003 

使用料及手数料

国庫支出金

雑収入

計

源財

31,378,596 計a

91,965,860 

叫一一一円H追加更生予算額

額

財

費

費

使用料及手数料

国庫支出金

雑収入

差引一般財源充当

日

生

昭和31年度（31.12.25)

庁

衛

計

計a

健

都

保費

瓶、

科，

経

差引一般財源、充当額

事業費予算及決算額

年度［ 額

円
162,983 

932,558 

949,759 

1,887,317 

422,157 

760,770 

用不

円1
6,976,9711 

11, 488' 9811 

13,233,223 

16,676,477 

1,032,833 

1,721,530 

額算決

円
7,139,954 

12,421,539 

14,182,982 

18,563,794 

1,454,990 

2,482,300 

額算予別）

費

費

費

費

費

費

（目

理

防措置

菌検査

化学試験

究調査

術指導

分

管

予

細

理

研

按

区

ーi
q
ム

円

台

U

A

吐

四

h

U

F

O

二

十

九

年

度

5,115,544 

574,110 

435,337 

794,491 

1,335,020 

440,492 

637,901 

6,916,869 

11,447,212 

13,705,301 

17,304,188 

994,518 

1,498,269 

7,490,979 

11,882,549 

14,499,792 

18,639,208 

1,435,010 

2,136,170 

費

費

費

費

費

費

計

理

防措置

菌検査

化学試験

究調査

術指導

管

予

組

理

研

技

1ょ
っ

’

副

司

令

U

A

吐

同

h

U

F

O

十

年

4,217,351 

( 4 ) 

計

度



(3) 特定財源予算及決算額

j豆 分 寸P 乍~ 額 決 算 額 増 正ご〉 j憐

手 数 料

一 文 書 手 数 料 65,000 101,500 36,500 一

十 点目菌検査手数料 14,954,700 13,097,905 6 1,856,795 

九
理化学試験手数料 5,284,500 7,457,330 2,172,830 

年 国 庫 支 出 金 7,559,671 1,356,023 

度
雑 収 入 970, 905,578 t込 64,425 

計a 27,447, 1,644,133 

基本財産及積立金収入 。 11,700 11, 700 

！手
数 学ト 25,084,440 25,473,936 389,496 

文 書 手 数 料 65,000 145,600 80,600 

十 細菌検査手数料 15,339,440 15,446,551 107,111 

理化学試験手数料 9,680,000 9,881,785 201,785 

年

国 庫 支 出 金 4,865，吋 正三与 1,218,441 

度 雑 J［文 入 210,003 298,3921 88,389 

計 31, 378' 5961 30,649, 740i 728,856 

( 5 ) 



車施

本研究所の施設は次のとおりであるb

部 名 所 在 主出 棟数 延 i平数 敷地坪数 摘 要

総 務 部 新宿区百人町4丁目 539 鉄筋コシグリ｛ト建

生活衛生部 電 ~37§ 591. 592. 593. 3551. 地上2階，地下1階
36 ) 4141 25 1,162.25 3,524.05 

食品獣医部 1669 （所長） 附属建物 24棟

化学試験部 593 （夜間宿直用）

高田 菌 部 文京区大壌辻町18 需（九在， 8凶 4 580.0 77 鉄地筋上コン’グリ ~1ト建階
3階，地下

立川出張所 立川市柴崎町3の155 電立川 2858 19.5 立川保健所内

荒川出張所 荒川区三河島？の605の1 電（89)8212 16.5 荒川保健所内

小石川出張所 文京区小石JI!7J＜道町 6 電（92) 909 15.0 小石川保健所内

板橋出張所 板橋区板橋町5の961 電（96)1727 15.5 板橋保健所内

杉並出張所 杉並区荻謹3の145 電（39)4832 25 杉並西保健所内

荏原出接所 品川区平塚4の23 電（73)3209 16.5 荏原保健所内

傑川出張所 江東区傑川白河町3の5 電（64)3488 14.5 深川保健所内

三河島分室 荒川区三河島9の1983 寵（83)9981 1 120.0 鉄平筋家建コシグリ｛ト

30 1,979.0 82 

( 6 ) 



第三章 業

I 総務部

1. 総務課

人事，文書，給与などの一般的庶務事項の他，検査

物の受付，各種の統計の作成などを行っている。

との他本研究所の機関誌として事業月報，研究報告

及び年幸~を発行している凸本年は保健所配属の衛生試

験技術者205名に対する技術指導講習会を開催し，叉

地方衛生研究所全国協議会には投員として活躍した。

2. 経理課

業務概況

(1) 昭和30年度当初予算査定 (1月）ならびに議決

(3月）

(2) 昭和29年度追加予算査定（2月）

(3) 昭和30年度新規事業予算要求（3月）

(4）検体収集用自動車購入（3月）

(5) 昭和3o年度新規事業追加予算（施設補修費700,000

円）議決（6月）

(6) 昭和29年度第2回臨時出納検査（8月4日）

(7) 寄生虫検査室改修工事接ヱ（9月）

(8) 昭和30年度第二次追加予算（施設整備並に立川出

張所試験室増築1,495,000円）議決（9月）

(9) 会計検査院検査官国庫補助事業（予防措置費）経

理検査（ 9月16日）

制経理事務自己検査施行（10月6日～10日）

(11) 細菌部囲障工事，大久保並に大境庁舎床補修工事

完了（11月）

ω 昭和31年度当初予算要求書提出（11月15日）
(13) 立川出張所水質試験室増築工事開始（11月29日）

(31年 1月竣工予定）

(lの主なる工事

水質課検査室増設工事

恒温恒湿装置修理工事

細菌部寄生虫検査室改修工事

細菌部門及び囲障改修工事白

衛生研究所庁舎床修理工事

立川出張所検査室増設工事

獣医衛生課洗糠室増設工事

外工事件数21件

刷物品調達

迅速直示天秤

ブリヂア電気冷蔵庫

島津直示天秤

100,000円

147,500 // 

154,600ν 

242,300ν 

143,000ゲ

558,000ヶ

159,800 ,, 

765.630 I/ 

221,000円

187,500庁

205,000 ,, 

務

千代田位相差顕徴鏡

ブリヂア電気冷蔵庫

電気低混恒温槽

AKA八木式徴量蛍光々度計

東芝電気冷蔵庫

外購入件数 l,325fL！二

(16) 不用品の売却

立細菌部

1. 微生物課

6 ft！二

147,000円

187,500ゲ

320,000 I/ 

150,000υ 

155,000ヮ

18' 360' 968 // 

81,000円

各種の細菌学的検査，血清学的検査を行っており，

業務内容の大部分は法定伝染病病原菌の検査業務であ

るD 昭和30年の病原菌に関する検査総H二数は274,191

件で，昨年より約50,000件の増加となっているむとれ

に反して陽性数は昨年より 2,800件程度の被少を示し

ている。梅毒血清反応検査は昨年の68,410件に対して

x 1.0001ヰ
140「ー十一寸

120 

100 

80 

60 

40 

lt'.1~11 ｜一1一1回吋I I 
一－－－ B~,rn23 

｜一日間
! I J 

2 3 !l 5 6 ワ 8 9 10 11 12月
活萄 ~r1 ~xuirヰ紋（ ffy 近 3~ 侶：；

( 7 ) 



135,628件と約2倍近くの激増となっている凸また本

年11月からガラス板J法，緒方法それぞれの定量検査を

実施して各方面の要望にとたえている。

結摂留の検査は昨年より約3,000件の被少となって

いるが，昨年あたりから矯加の傾向にあった結援菌の

比－1
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細菌部 f出生物課

薬剤に対する耐性試験ば， 1,155件と本年に入って約

2倍近くの増加を示した。食中毒の検査も本年は1,034

件と昨年の158件を大幅に上廻っているo

2. 寄生虫課

原虫，寄生虫の検査を行っており，その対象は昨年

同様学童の検査がその大部分を占めている。その陽性

率は年々被少の傾向をたど、っており，とくに定期的に

年2回，或いは3回の検査を実施する学校で、は12～13

Mと一般の陽性率17～1996を下廻る数字を示している
のは，定期検便が寄生虫駆除にし、かに効果があるかを

物語るものである。

またとの外に青果，野菜（一般市版及び清浄野菜を

含む），土壊，下水の汚沼，浄化槽汚泥等の虫卵検査，

殺虫，卵薬剤の効力試験を行った。

X LOO O fヰ
70. 

〕十ょベ
60 

1－－刊当；竺吋

50 

40 

30 

20 

10 

4 5 6 

細菌 g~

3. 衛生動物課

そ族，昆虫に関する検査，発疹チフスの検査及び消

毒予防斉tlの効力試験を行っているo

そ体の検査は当課三河島分室で実施しており， 30年

には35,735匹のそ体についてペスト及びサルモネラ菌

の検査を行った。

薬剤効力試験は118件と昨年より50件近くの増加を

見せている。
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業務成績年報 er昭和30年 1月～12月） 細菌i部徴生物課（7出張所検査数を含む）

十険じI 査所~態u~ 別: 
腸、パラチフス 赤 鮪

腸フ健 ーヂ

E流誠膜髄
工3

結 j要 汁ネ 菌 ワツセルマ γ反応 中 毒 7c 
仕官・f,目玉子

｜胆培 1反 l長 解熱者患 保剖凶
関

意注患者 解熱量
保 関 ス ブ 耐 ~t 培 j負 培 絡 ガ板 飲

物尿凶：
fポ守’ 計

ノラ号赤、成 プア レ
計－ 方 食 計－

の -@- 計
菌 係 リ

ブ

i汁養，応尿 者 者 者 者 チ痢者 ア 脊炎 フ ↑ヨミ 鏡 養 鏡 養 ＝佳 ス法 品 尿 他

'6 33 5 61 42 416 641 1,099 309 25 78 881 959 4 8 4,293 5,030 4 18 11,806 

細菌部
174 234 24 369 801 585 18 1,968 19,857 22,428 78,165 307 5 - 1,152 857 5,698 7,707 192 217 409 40,715 42,789 12 l.OOc 1,017 229 194,572 

一
立 ) 1 l 5 6 9 23 217 213 462 43 7 61 129 190 92 23 115 719 778 2,320 

出張所 15 38 6 7 1 222 298 197 565 1,066 7,745 9,573 16,655 51 - 4 250 1,435 1,685 2,735 239 2,974 6,623 6,824 17 17 - 44,695 

荒 JI! 306 216 523 50 47 72 119 6 6 346 435 5 1,485 

出張所 2 rn一 2：ー 193 217 11 1,198 5,013 6,222 17,405 一一 224 723 947 42 2 44 2,754 2,767 23 30,379 

小石川 2 3 6 2 107 104 221 64 27 113 140 72 72 240 267 5 1,015 

出践所 8 5 - 1 239 2531 4 707 3,483 4,333 21,534 4 155 911 1,066 231 8 239 2, 1201 2,727 96 32,972 

板 橋 2 8 4 428 237 669 85 200 86 286 3 3 328 40E I, 791 

出張所 』6 23 3 8 11 127 188 15 - 1391 5,320 6,726 17,032 3 - 780 818 1,598 79 1 80 1,952 .952 121 29,543 

杉 並 2 9 5 2 18 2 111 124 238 47 4 144 131 275 18 19 457 495 80 1,633 

出張所 18 18 247 316 14 21 778 3,236 4,030 16,288 10 852 1,566 2,418 168 30 198 3,165 3,155 193 29,773 

1← 

j主 原 2 4 13 4・06 255 674 71 125 54 305 2 2 458 557 2, 196 

出張所 l4 l6i 2 - 20 256 308 88 1,648 6,750 8,486 19,550 355 3861 ’ 2,020 14 - 14 4,431 4, 712 5 39,881 

探 JI I 3 10 5 113 148 266 436 543 655 4 1,960 

出張所 32 59 1 - 147 78'1 4,413 5,215 17,198 1 2021 2,029 2,231 67 23 16 33,332 

回 120刊 ~~：I 7 ・::I 8.悶24 56 17 17 114 77 33 2, 104 1,938 4, 152 2,710 197 28 118 24,206 

計
L117 13 17 574 435,147 75 1,800 2,611 932 724 9,540 55,817 67,013 3, 70614,81L1 19,672 3,528 520 4, 0-'181 66,453 69' 175 

註太字は陽性数を示す



チ痢赤スブチ
A

け
υHd

，戸

k
t

v可’
b赤スブチ

一
3
9
8
8
7
7
2
a
g
5
3
5
6
8
8
4
5
3
4
1
1
9
4
3
8
i割
引
対
叫
引
出
l
刈
町
民
叫
叫
別
出
i
U叫
叫
引
山

1
3
5
8
2
3
7
6
4
0
0
1
6
4
2
5

一
1
1
7
9
3
0
8
4
9
4
6
2
5
9
9
9
9
7
5
0
7
6
1
4
5
9
2
4
9
H
3
9
6
0
7
9
7
3
5
3
9
8
7
2
9
1
7
5
1
6
6
0
υ
1
8

一
7
7
9
9
0
1
3
1
9
0
6
4
8
4
5
2
0
4
8
7
8
5
2
1
8
8
4
5
0
5
3
1
6
0
8
7
7
7
4
7
4
7
5
8
8
6
2
4
5
3
8
6
3

一
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
う
ヲ
ぅ
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，

一
7
2
2
5
3
7
8
3
6
3
1
4
6
5
4
3
9
3
8
4
4
3
9
6
5
7
4
3
5
5
4
4
4
3
5
A
A
2
6
5
3
2
1
5
5
1
1
1
3
2
2
2
1
4

一
1

4

1

i

一円
U
f
1
4・
1B
日
u
q
u
に
U
p
o
－－丹、
u
Q
U
Q
d
日
Uつ
ど
h
J
v
b
o
o
r
コ広
U
Q
U
F
3
0
d
Q
u
n
U
4・
つ
ム

n
u
q
u
1
3
1
1
n
U
7
t
w
h
d
つ
ι
R
J
7
t
A‘
n
u
n
u
n
o
n
h
u
7
f
n守
A
J
D
7
t
4
1
n
u
o
o
つ
恥
司
3
ヨ
U41

一
4
3
2
3
4
6
7
1
6
3
4
0
8
3
2
9
6
5
2
2
4
5
9
1
5
4
5
8
5
4
6
2
6
3
6
2
6
5
3
8
2
3
1
1
5
1
4
1
1

一円
L

’i

寸日
H
引
引
司
4
4
訓
引
副
引
っ
吋
到
到
副
司
J
引
引
訓
割
引
川
4

訓
4
到
司
J
制
司
引
司
副
i
A
m
ω
河
川
副
ω
1
m
引
到
訓
同

d
引
回
引
可
A
q
1
0
0
1
4
ー
副
司
8

一5
8
8
2
1
8
5門
1
4
6
9
4
6
4
1
1ょ
0
4
2
6
9
2
5
9
0
9
4
1
0
4
3
1
A
9
2
5
4
1
2
3
0
5
7
8
7
6
8
3
2
6
5
2
9
2

一
0
6
2
7
7
0
5
3
9
5
3
3
0
9
6
7
1
8
3
5
5
4
8
1
3
8
4
9
0
8
6
4
4
0
1
1
8
7
0
9
3
7
1
5
3
3
7
2
5
4
2

一
Q

0

1

i

1

i

1

i

ワハ】つ
UM

－－

1i

っ
d

つ
ω

1

i

1

i

1

i

1

i

t

－－
i

1

i

一
FOQUFhJnむ
つ
』
守
i
Q
J
R
d
Q
U
Fり
つ

ι
n
u
n
u
n
U
7
I
1
1広
U『
i
n
o
q
J
7
1
n
u
n
u
v
h
d
Q
d
q
a
q
L
7
t
n
b
G
d
q
u
q
u
η
U
F
D広
U
A
a
q
a
q
δ
1
‘Q
u
n
u
っ
ιqaFむ
つ
ム

quod
守i
p
O
Q
U
Q
d
つ
ι1a

一
nu
つ
ι

q

u

つ
ιqu

司
。
っ
ι

4

・
QU『
i
っ
ι
ー
よ
り

FD
っ
ι

っ
ι司
ο
η
ι
7
S
F
O
A
s
つ』

qUFb
門／』つム「
J
1
S
F
D
つ
正
D

A
‘A
z
q
u

円。

q
u
t－－－－つ
0
・i
つム

1・

一
つ

ι

4

1

一円、
U
Q
トニ
hu
一に
U
口

RU7・
qu
ハ
UA4・A
Q
U
円
d
d
q
U
4ムハ
ud

一
つ
山

A吐
一

1
1
Q
d
A咋
Apu

－－円
i
つ
d

一

1

8
一
日
一

計ー
関前 i呆菌者前保留者査治退院者

・400qtu

－－

cu 

全治退院者

一一

2
一一

2 

2 

FHU寸
i
ハ
υ
1
i

ヴ

4
4
1
円。

86 
1 

3 

3 
1 
62 
239 
13 

108 
217 
8 
42 
r:: ;) 

Q
υ
4
t
司

O
マ
t

9 
49 
124 
57 
30 

41 
40 
6 
50 
149 

161 
241 
24 
68 
58 
ハ

huQd巧
i
1ムヮ“

イ
吐

1iqδ
つ

白

河

i

に

u
n
L
P
O
－－

11
ワ
ω円ノ
“

ー，ょ

1 

一一

2
一
一
一
一

一一

1
二

2 

2 

つ
d門
i
Q
d

QU
つ
心
一
円
、
u
A
U
J吐円り

一J斗
4
4
A
Q
U
1
i

つ剖

poooqaρ
り

つ

ω

り

ム

寸

i才
i
q
ι
1
i

2 

司

δ
A
a
q
a
っι

一
一
一
一
一

4

A
ニ
huQU
円／向日
υ

1ょっ中
P
O
1ょっ“

5

4

一9
1

一

叶

4
ょ

を

14

A
ヱ
3
P
0
4
2
h
d
ヴ

i
A吐

1inU口
δ
円

L

41ム

28 
18 
114 
52 
33 

2 

FhdFhd 

3 

一日

9 

司

0
・1AU寸
7inLnuTAsqδ

・ー

F3
っd
－D
ワ
ω
ハU

氏
UOU
つ
乞
り
つ
山

1
才
1
0
d
円／
ωに
d

，
 

4t－A nHU
つι円。

海外Bi揚者

9
7
9
1
3
5
1
3
3
8
0
1
4
0
4
4
8
6
8
2
7
1
到
引
」
！
引
4
2
6
q
J
q
3
9
3
5

1i
円i
氏
U円りつ
d
p
O
F
b
1
i
Q
U
F
O
Q
U
O
O
只
uqd
円h
U
A吐つ
d
司令
Uぷ
Uウ
6
1
i
門i
Q
U
O
O
一

44
門i
ハ
U
F
D
Q
u
o
u
ウ
d
「
ひ
っ
山
内
δ

同

1
3
1ょ氏
UFO
門
／
ヴ
tFhuQuqu
氏
U
1
i
「D
Gご
h
d
q
u
1
i
ワ
ωつ
μ
Q
υ

ワ
ω
Q
U
1
1

ウ
4
4
A
O
q心
QO
ハ
り
つ
ω
A吐門
iFhU

2

1

2

1

ょ

っ

山

1

F
o
q
O
F
D
A－
只
unu
つ
L
A守
qG
つ
ι
1』
つ

ム

T
2
1
2
1
2
q
u
つ
ιつム
Qu

i

－

2

i

 

健康診断

665 
17 
7 
378 
239 

ヒ

業

7]< 

報（昭和30年 l月～12月）

学校工場等

年蹟成務業

ぜ主人賄む
露天商人

358 
193 
190 
281 
41 

93 
167 

10 1,219 
t 206 
475 

司

3
1
・f
z
つ
を
hd

903 

115 
1 86 
2 163 
20 4,964 
55 

6 

2 

17 
127 
541 
849 

288 

127 

2 

L149 
87 
42 
7 

516 
646 
293 
93 

3 

7
s
e
l
A
T
n
O
Q
d
Q
U
q
a
ワ
ι民
d
q
a
q
o
Q
U

I

l

－

－

－

 

特殊営業者

町
込
谷
橋
馬
谷
谷

保健所別

麹
牛
四
淀
線
誤
世

142 
144 
177 
114 
10 

20 

583 
9 

1 237 
I 179 
6 1,200 

13 1,198 
79 

3 1,198 
2 222 
75 

98 
24 
13 
15 
836 

15 
69 
32 
31 
105 

2,676 2S9,937 

126 

192 

80 

937 

勺

ι
’1
4
1

5 

270 
101 
231 
2t13 
20 

QU
ワ］吋
J
門

i

qdAt
－－

1i 

4

1

5

 
41ムphu 

2 

つ
L
1
6司
ο

14
一
FHU4よ
り

1i
一

114
ワ山

。。一
J
斗

Z
L
0

00
一

寸

14円
台
U

目

b
q
a

qo 

6 

4 
9 

つ』司令
u
e
i

1 
3 

103 
35 

R 2,501 
1 749 
1 352 

1 309 
2 385 
61 
3 
274 

293 
94 

3 

0
3
9
4
6
 

ワ山

AAdqウ
t
1
i

qJ 

イ
ー
ム

’1
・1
4
・

円
台

U
－hU戸
hdpnvtEム

寸

1ゐ
1iFhu
8 
11 

194 

I 1,071 

18 
2S2 
76 
115 
36 

1421 
266i 
3681 
5881 
2S7/ 

1391 
329 
620 

18 

128 
66 

4 

11 

Qd
つι

つ何

A吐つ
J
1
i
つ
ω
ハ
U
Q
U
4
4
ワ
d
q
a
o
O
つ山寸
i
q
δ
q
J
1
i
4
4
1
i
Q
U
7
a
つ
1U〔
VOPO
ハ
U
4す
っ
’
M11111i
ゥ
i
Q
U
1ょ
っ
］
ハ
リ

1
i
p
O
ウ
tワ
ωつ
d
F
J
4品つ
d
1
T
4
つ
d
i
z
h
d

QU
つリ門
i
1
i
Q
U
ヴ
i
ワ
t
ウ
t
A
U
G
d
ケ

4
Q
U
Q
U
O
O
Q
U
Q
U
Q
U
Q
U
ワ
aに
リ
ウ
t
つ］

ο
υ
1二・
4
d
n
u
A寸
1i口
0
4喧
円
／
4ワ
dq－d
Q
J
ワ
ω
ワ
ω只
UAUQO
円hU
ウ
4
ウ
t
p
O
A
U
只
u
q
J
q
d

央

U「
り
ハ
む
つ
宍
り
つ
ω門
i
q
u
円0
0
0
0
0
5
円。ゥ
t
つ’
ω
1
i
門
i
1土
り
つ
d
Q
U
Q
U
円、
υハ
Uワ
副
司
i
Q
d
に．
u、ムり叶
J
つ
山
り
中
宍
ゴ
り
門
i
ワ中

QU
円1
J
w
b
Q
U
F
O
4
7
4
1
1
4
4
Q
U
Q
O

つ
d
つ
d

4
－1ょ
1
i
1
4
1
i
1
i
1
i
1
i
A吐
1i
ワ
u
q
a
q
δ
ワ山

AA
つ
d
つ
』
つ
d
ワ
ω
1ょ
っ
ωつ
り
つ
山
つ
』
ワ
M
1ょ
っ
け
つ
0
1
i
q
d
q
O
1
i
1ょ

1i
つ

心

ワ

μ
1
i
1
i
つ
μ

ーi

t
t
A
T
n
u
n
U
F
D
A
T
F
h
d
q
u
只
dnu
円ノ』

Q
d
Q
4
7
t
Q
d
つ
ι
4・
F
h
J
7
t
1
E
q
u
7
t
1
t
A咋
7
8
0
d
つ』

AT
司令
υつ
ιqu
ワ
ι
っ
ι

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

 

計‘

太字は陽11：を示す

田ケ
石~1
芝
布
坂
摩
一
二
三
摩
川
立
飾
田
川
郷
草
谷
橋
島
子
川
西
野
川
b
m
m布
森
黒
川
所
島
川
東
川
央
楠
井
市
田
住
宿
崎
東
岩
西

第
第
第

多

摩

摩

摩

多

石

ノ

並

戸

本

神

日

並

多
多
多

麻
赤
南
北
北
北
西
荒
足
葛
神
小
本
浅
下
板
畳
王
滝
杉
中
品
在
蒲
調
大
目
玉
本
向
深
坑
江
中
日
石
五
町
千
新
長
杉
小
葛

誌。



業務成績年報（二）（昭和30年1月～12月） 細菌部寄生虫課

手査 細菌部 立）Il出張所 荒川出強所 小石川出張所 板橋出張所 杉並出張所 荏原出接所 深JIi出張所 計－

＼＼所別

検査数I( +) 検轍｜（十） 検醜｜（＋）楢致［（十）検査数｜件）別＼

966 1 4 - 10 - 23 - 6 1 

マラリヤ 4 一一一 4 -

その他 4 1 一一 4 I 

計 974 2 4 - 3 一一－－ 4 - 10 ー 23 - 6 1 1,024 3 

亡。

姻虫 884 306 3' 597 884 2' 545 403 4, 789 633 1,361 277 2,385 447 202,07841,545 

十二指腸虫 25 - 10 - 4 - 4 - 3 - 59 一一 - 3 108 

日本住民L妓虫 一一一一一一

肝臓ヂえトマ 一一一一 ー弔問申由明 ’E帽司m・‘ ーーー－ー欄 ，....－－亭 －胃－ ー・曲師幽晶 一 一

その他 1,095 - 161 - 24 -- 71 - 34 - 204 - 59 - 78 1, 726 

168,25529,850 18,26210,036 884 334 3' 597 959 2' 545 440 4, 789 896 1,361 336 2,385 528 202' 078 43 '379 

ft 計 169,229 29,852 18,266 10,036 887 334 3,597 959 2,549 440 4,799 896 1,384 16 2,391 529 203,102 43,382 



業務成績年報（昭和30年1月～12月） 細菌部 衛生動物課

事国 菌 部 一向島分室 計

＋ 検 十 検 査 数 ＋ 

。
’＼ ス ト 35,735 35,735 

応反スグツ
汁
り
ノエブレJs

 
ワ

発
6 6 

疹

チ i補体結合反応
フ

一戸。
ス 計－ 6 6 

イソフルエンザ

日 本 2出 炎 1,042 442 1,042 442 

効 力
拘い

t
u

司
宅
担
ド 験 118 118 

そ の 他 27 27 

1,193 443 35,735 36,928 443 



細菌部 試験課

I自l 血． 血液検 凪L
血 i 血

赤血
梅反 化学的尿検査

液及十胃検液

脳

車町検査膜審液: 穿車検査震液fJ 

糞便

均惨分F物出L草検脈査内自
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ラ液

j文
タ

調日 学 検 検 一 反 検 検 ス検JJU 
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検
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皿 清 193 36 ー7 9 13 12 2 282 

液 車L 援 一

l§61 211~ 尿 16 51 4 3,093 一 428 3 ,00 

尿 一 (6~~1 (6g~l 
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穿 京日 液 一 一 一
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4. 臨床試験課

医師の診断に必要な血液，し尿，脳脊髄液などの検

査を行っておりう一般医師，病院からの依頼が件数の

大部分を占めている。

当課も開設以来4カ年をへ・て，次第に一般臨床医学

家，病院，都民の認識を深め，検査件数も年を追って

増加して来た。本年にはとくに今まで開業医，一般小

病院ではほとんど

回生活衛生部

イヰ
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在価値を裏付吋－るものと考えられjる凸当課では収集斑

による検休の収集制皮を採用しており，現在は4班に

分れ，その活動地域も文京，台東，豊島，新宿，千代

田，披橋，北の各区にわたっており，病院，医院の要

望にとたえている。

また当課では生化学的研究として電解賀代謝を主休
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とする研究を続行し，その一部はすでに発表され，国 400 

内は言うに及ばず国外にも広く認められ，現にとの研

究に対する問L、合せが海外から殺到している。
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まji!i衛圧部 耳目視1刊日（最近o§trs1)

t. 環境課

本謀の業務は空気の衛生を中心とする環境衛生学的

試験研究の一般であって，対象項自は大要下記のよう

である白

(1) 空気，日光，照明，騒音等に関するとと

(2) 住居友び衣服衛生に関するとと

(3) ばし、煙に関するとと

(4) じんかい， L尿その他汚物処理．に関するとと

(5) その他環境衛生に関するとと

次に具体的に個別の試験研究項目を挙げると，（1）室

内調度条件に関するもの（気温，気湿，気流， l縞射熱ラ

カタ冷却力，感覚1晶度等） (2)f照度 (3）紫外線強度

(4）騒音 (5）じんあいの数なし、し量 (6）炭鞍ガス，一酸

化炭素，その他諸積有害ガス必定性，定量 (7）空中細

菌試験 (8）疲労 (9) 被服材料 (10) l::'._";7レディ yグ，工

場，事務所その他環境衛生関連事項

次に本諜の事業対象は，興業場，公衆浴場，理・美

容所，旋館，ホテル，グリ｛ニ Y夕、工場，総地，墓地

等の｛也，騒音環境やばし B煙発生場等が近年追加されて

きた上，近年ハエや蚊の絶滅を目指す国民的環境衛生

向上運動等への関連もあって，本諜の事業は者＼）民の公

1 '2 3 LI- 5 6 ワ 8 9 10 11 12月 衆衛生の全般と密接に関連している。なお都内一般の
細菌 ~5 E品F未認E建設 各種官庁，会社，銀行，工場，デパ｛ト等の作業場の

( 11 ) 



環境衛生試験や，その他の衛生試験の依頼を受けると

とになっているから，本課の事業対象は真に広汎であ

～ァそコ。

次に本課の昭和30年度の業務概況を述べると，主な

項目は 1）ばい煙による都市の大気汚染の検討を目的

とする諸種の試験研究 2）研究所内温度条件調査 3) 

各種依頼試験，特に白人事務所等の空気試験 4）業

務上必要な調査研究 5) 保健所環境監視員に対する

講習，其他で，各月の試験件数（';f＼，＞つも数千件に及ん

でいる。とのうち1),2）は年間継続事楽であって， 3)

も年度毎に対象とそ還ってし、るが実際上は年間継続事

業と何ら異なる所はなし、。 1）のばし、煙の影響の調査は，

降下ばし、じんの量や，成分，放射能，屋外宰気中の浮

遊じんの数量，炭酸ガス量，落下菌数，紫外線エネル

ギ｛強度，気温，湿度，風速，風向，天候等を，都の

区，市，郡部，再I［島（大島）等の26個所の観測定点

（大部分は保健所屋上）で毎月継続調査するもので，

衛生局の委託により各保健所の協力の下に行っている

ものであるが，各保健所を毎月 1回は巡回して可検材

料を採取L, 3カ月毎に結果の中間報告書を提出して

し・る。試験件数には入らないが，報告書作成のための

資料の収集，整理，集計等に要する労力，時間は非常

に大きいものがある。昭和29年11月15日から昭和30年

11月15日までのとの1カ年の連続調査により，東京都

の昭和30年度の年間降下塵量は1平方粁上ばし、煙地区

約 330麗，中間地区約190磁ヲ非ばし、煙地区約120磁，

旧市内平均約275確に及ぶととや，ばL、煙地区の著明

な紫外線強度の減少其他が明らかとなり，東京都は世

界一流のばし、煙都市で，都のばい煙対策の樹立は，都

市の美観や建築物，植物，洗濯物等の経済損失防止上

必要なばかりでなく，都民の保健上の不浪IJの災澗予防

上からも望ましいものであるととが一応示された凸な

おとのような調査は少くも数年は継続観察すべきもの

であるから，昭和31年度も調査続行中である。 3）のピ

ル等の各種建築物内空気試験は，昭和30年度は大小の

建築物延60以上を調査したが，とれはほとんどが事務

所で，試験数は昨年以上である凸次に興業場其他の行

政試験は数個所に過ぎなかった。とれは興業場等の調

査が必要でないのではなく，他種業態同様，調査の必

要や有用性は認めつつも到底手が廻りかねたので、ある6

4）の調査研究面では，空中細菌試験怯，紫外線殺菌灯

及びオゾシ殺菌灯の殺菌効果，当課提出の日本薬学会

協定普通室内昼気判定標準，銀行の環境ならびに実感

調査成績等の学会発表を行い，叉従来の成績をも綜合

80～100m3以上ないと充分と認め難く，且つ給気は必

ずしも査量が執務部位の換気に投立つものでなく有効

換気量は給気量の平均約50～60%であるとと，窓開放

は簡易確実有効な換気怯で軽視すべきでないとと，現

在の興業場の毎時機械換気量最低基準 35m3／人は低く

過ぎるとと等を明らかにLたoとれ等の研究結果の多

くは，保健所の環境監視員に対する講習の講議にも繰

り入れられて，講議を新しくしかっ程度を高めるのに

も役立った。然し｛也の業務多端のため調査研究のため

に供L得る時間の捻出はまととに困難であるのは問題

である。

以上，昭和30年度の本課の業務状況の大略を述べた

s o1~ 

40 

30 

20 

／ 卜＼
／； ＂－培、』 戸／＼＼ t”＼、
10 

F画幅掴－同町V’ 、官

ti 
l 2 3 4 5 6 ワ 8 3 10 11 1'2月

I王；苦f量f':UB 環1貴課

が，上述のとおり本課の業務は広汎，多量であって，

業務の処理はおのずから可成重点的にしているが，業

務担当人員数不充分のため，重点業務のみの進行にも

各員の労作は大なるものがあり，時代は原子力工業時

代に入ろうとし環境衛生面の責務は年毎に増大の一途

を辿りつつある現在，本課の特に人的拡充の要を痛切

に感じている次第である。

2. 栄養課

前年に引き続き，分掌規定に従って，都民の食生活

の改善向上，健康の確保増迭のための業務を遂行Lた。

すなわち，一般都民からの依頼による食品の栄養分

析試験， i民主した強化食品の規格合否検査の外，都民

の日常の食生活む実態をは揮するための栄養実態調査

の一環として， 3ヵ所の保育関（在籍者数408名）に

ついて，給食，間食及び持参弁当の栄養調査を行った。

との外，都民の依頼により，栄養調理，病人食餌の

調理指導，献立作成指導，或いは一般栄養相談等を行

っている。

近来，食生活の改善に関しては，都民の大多数はそ

の必要性を認識しているが，その目標が，只単に食生

Lて室の換気状態を観察L，機械換気の効果は設計と 活文化水準の向上とか，経、簡の低被に置かれているき

送風絶対量の如何に関L，給気量は在室者1人当り約 らし、があるo真に食生活の改善を行うには！いわゆる

( 12 ) 
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取扱件数

’依 調 研 ヌ~ 湿 そ温
種

の執
計

｛也条

頼、 査 究 湿 度 の件

事 務 所 40 17 57 8,022 8,022 11,594 

工 場 3 - 3 12 12 20 

デパ｛ト・商店 2 - 2 500 500 1,000 

学 校 2 - 2 54 54 108 

病 院 1 - 1 30 30 60 

興場行

害1 場

寄 席
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: I~＜－，.~ 
屋 繁
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16 20 5 - 2 17 - 104 
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7 38 35 27 352 
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本課では水質に関する試験を行っている。

すなわち，上水，堀井水，さく泉水，工業用71<，下

水，海水，河水，水泳プール71<，公衆浴場水等の理化学的，

微生物学的試験ならびに調査研究と，温泉怯による調

泉11＜の成分の検査，又，清掃法による簡易し尿そうの

放流水の検査を行っている白上水は青梅市と八王子市

の依頼により毎月一固定期的に出張検査を行い，両市

の水道経営に資している。；照井71＜の試験は主に依頼、試

験で、ある。近年住宅が都の周辺に向って多く建設され，

特に三多摩は急激に増加している。同地区では飲料水

を主に井水から得ている関係上井水に対する関心は非

常なもので，したがって飲料水の検査も益々多くなり

試験に忙殺されているO との度立川保健所内の当所の

出張所に本謀。分室を併設L，去る2月から業務を開

始し同方面の利便をはかり，着々実績を挙げている凸

三多摩にはド水の設備がなくそのほとんどが妓込式の

下水溜になっているのでブミ雨や，雨季になるとはんら

んして汚水が浸入したり，又吸込をよくするため汚水

溜を傑く摺り，中には井戸の深さと同じものもあって

直接井水を汚染している。其他飲料水の汚染問題は多

く，とれにともなって行う試験が近年非常に多くなっ

ているb 同方面の下水設備の完備は目下の急務である。

J欠ぎ、に海水，河水の試験であるが之も近年産業の発

達と共にその汚染甚だしく衛生行政の一環として海水

浴場，河の水泳場の水質を検査しているb 又水泳フ。｛

ルの利用は年を追って盛んになって来たので、フ。｛ルの

衛生管理については夏季の一つの大きな仕事で、あるo

公衆裕場の検査も本年は一般浴場と薬湯との汚染状

態を比較調査し，其対策を目下検討中であるむ又温泉

の検査も温泉怯が施行されてから続々と増加し都内江

東，城東，板橋，王子， 目黒，？央谷，坊ぜ南等48カj升l

も及んで、いる凸

又昭和29年4月に清帰訟が施行せられ，簡易し尿そ

うの維持管理が強化され，し尿そうから放流される水

の規準が定められたo当課では清掃本郊の依頼、により

放流水の水質検査を行っているが現在までに約 3,000

件検査したが，合格したものは徴々たるもので不合格

は実に90%以上の多ぎに達しているむとれは清崎浩が

施行されて日尚浅いとはいえ，簡易し尿そうを使用す

るに当りその構造及び機能を全く知らなかったり，全

く無関心で，特に用便後71<の使用量が少くj商敗そうが

全く機能を発揮出来ない状態になっているものカ；非常

に多かった白水は現在の少くとも 4, 5倍は使用せね

10 11 12月 ばならなし、又消毒そうで消毒しているものは殆んど

なかった。以上のような状態なのでなお引続き検査を

( 14 ) 

完全な食物，すなわち，し好に適する物であるとと，

衛生的に安全であるとと，経済的調和のとれたもので

あるととの外，さらに，栄養上欠陥のないものを普及

するにあるo

したがって，食生活改善の中心は栄養の改善にある

ので，前述のように，都民の食生活の実態を調査し，

その欠陥を指摘し，その改善の方訟を指導するととが

必要である。

本課としては，との考えから，都民各階層，各対象

について，逐次調査を実施するとともに，各学校，幼

稚園， PTA会， 成入学級，主婿連合会，事業所の女

子職員等に対して栄養調理講習，献士作成指導を行い，

誤った食生活に対する反省を求めるととに努力して来

~~ 

t」む

又，台所の良否が，衛生上或L、は能率上極めて密接

な関係があり，ひいては，栄養改善の成果にも影響す

る処が多いので，前年に引ぎ続いて，改善指導を行つ

ている。

との外，病人食餌，食品加工その他一般栄養に関す

る栄養相談にも応じ，都民の利用に便じている。

又，一般依頼の栄養分析試験は例年のとおりで，大

差なし依頼件数， 177種中，調味料類最も多く，穀

類，噌好飲料，菓子類がとれに続いているo又今年は，

栄養改善法施行後初めて，都衛生局から，強化食品の

強化成分の分析依頼があり，との検査の結果は，相当

数の規格不合格品が発見された。との事は厚生大臣許

可の特殊栄養食品の品質が，標示より著しく不良のも

のがある事を示したもので，国は栄養改善法施行に必

要な経費を地方に臨布し，その取締りを徹底するとと

が必要である。
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行うとともに清掃本部と協力して簡易し尿そうの椎持

管理を徹底すべく努力中である白

なお昭和30年度中の業務成績は別表のとおりであるo
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IV 食品獣医部

1. 食品課

当課30年度の事業は次のとおりで、あるo
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主呂獣医部 取扱iヰ叡（最近3尽自）

(1）化学試1験

（＆）収去品検査

とれは食品衛生法に基く行政検査で，いずれも都公

衆衛生部友び各保健所からの送付検体である。

一般収去品検査

現場検査

計

5,600f牛

11,500件

17' 100f4-

一般収去品中特筆すべぎものとして森永fi比素入り粉

乳中毒に関連するもの約250件を挙げるととができる。

とれはMF印缶の都内搬入分につき当課全力を挙げて

迅速適確に枇素の定性，定量を行ったのであるが，当

時その定量債について当所の発表は行政庁を始め世上

各方面の注目を集めた白

現場検査には例年のとおり，歳末一斉検査に関する

もの約4,500件（うちメタノ F ル，ホルムアルデヒド

合有酒類約40件を含む不適品159件）酉の市，本門寺

お会式，その他臨時の，酒類，菓子類検査約1,400件

がある。

(b）依頼試験

総件数559件で，し、ずれも都民からの直接依頼、によ

るものであるが，粉乳事件以来件数は次第に増加の傾

向にあり， 31年に入つては月間約100件程度に去って

いる。

わ） 中毒調査

30年度に食中毒の発生に伴いその原因食品ならびに

参考食品として理化学試験のため送付された検体は以

下のようである。

総数 155件

魚介類及び加工品 9件

肉卵類及び加工品 7件

乳類及び加工品 30件（28ft！二不摘4件）

穀類及び加工品 32ft［二

野菜，果実類及び加工品 20件

菓子類 10件

清涼飲料及び保存飲料 10件

酒精飲料 8件

かん詰，びん詰食品 5件（不適2件）

その他食品 1件

小計 132件

溶性サツカリシ及びズルチン 2ft[二

タ F ル色素 1件

その他添加物 4件

小計 7件

器具容器包装 2件

患者！止物及び体液

小計

14f~二

16件

（とのうち森永MF印粉乳中毒事件に関連してお件

の未検査検体の調査があり〔31年2～3月〕 4件が不

適であったむ）

その他都内に発生した中毒事件におし、て明らかに化

学的毒物によるものと断定で号るものはなかったが，

缶詰食品において巻締不良による中毒事件が2件発生

Lたc

( 16 ) 
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(d) 調査研究

31年2～3月に宜り，衛生局公衆衛生部依頼、に基く，

耽素含有飼料による雛難約30羽について，肉，内臓，

皮膚その他各部の枇素含量を調査した。

(2) 細菌試験

本年度処理した検体は昨年度同様都衛生局公衆衛生

部の食品衛生行政にともなう送付検体を主とし，その

他各保健所独自の調査試料及び中毒発生による関係JI又

去検体と直接都民からの依頼によるもの若干で、あるo

年間における総数は3,013件で，その約半数は消化

器伝染病予防夏期対策とし亡の調査検体であり，品目

別に見ると，集団給食，外食券食堂，麺類食堂，レス

トラシ等の食器類 375，それ等の従業員の手指汚染度

調査試料 410，食品として菓子類 121，豆腐類 105,

氷菓子類 119，かき氷13，そう菜類72，主食および其

の加工品147の計 1,362種である。

その他は季節的調査検体として人造氷99種，｛来春及

び清涼飲料62種，修学旋行時の団体桔泊技館。衛生調

査試料390種があり，特殊施設としての主要駅構内売

店の調査試料255種，中毒及び関係試料150種及び各

保健所よりの送付検体，一般都民よりの依頼試験検体

等併せて 1,651種である。
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重品獣医部 食品謀

2. 製品課

本課で担当している業務は食品衛生、法第14条による

食品，添加物又は容器包装の検査である。

従って試験の対象となるものは合成調味料，合成着

色料，合成！膨脹剤の申請品や器具及び容器包装の依頼

品又はとれらの収去品を多く取扱っているD

合成調味料は主に溶性サッカリシとズルチシであっ

てとれを混合製品としたものや更にとれをでん粉，諜

糖，ぶどう糖，乳糖，食塩，重習などで混合稀釈した

粉末又は錠剤としたものなど、で、ある。

主原料の溶性サツカリソやズルチシの不適品として

従来ょう融点の低いものが発見されたが最近はほとん

どなく品質は向上していると考えられるb

しかし内容の分量を関連えたため不適になったのが

数件ある。

合成着色料は許可食用色素として24種類があるが本

謀で、は混合又は混合稀釈の製品の試験で、ある。

そのうち主に使用される色素は赤色で、はアマラシス，

エリスロシシ，ニユ F コグシ Y，エオシシ，フロキシ

~，ローズペシカル，黄色ではナブト Fルイエロー s, 

タ｛トラヂ＇ y，サシセットイエロ ~FC F，青色では

ブリリアジトプル~FC F，イシヂプカ｛ミン〆等で、あ

る。

混合稀釈色素の稀釈物としてJ.k，でん粉，デキスト

リシ，水飴，食塩， lまう硝，京糖，ぶどう糖，又は乳

精に限り使用を認められていたが最近フ。ロヒ。レシグリ

コールが許可になったので一部業者には霊宝がられて

使用されている。

試験結果からみると成績は大体良好であるがぺ｛パ

｛グロマト試験による不純色素の検出や鉄分を多量に

含有するものが稀れにあるむ

合成膨脹剤は毎年申請量がぜん増している凸

不適品はほとんどなく発泡力も良好で且つ有害性金

属を検出したものはなし、。しかし原料として使用され

る重苦，明はん，酸性りん酸石友，塩化ア Yモンなど、

は原料規格として改善の余地のあるものが多し、例え

ば焼明ばんの焼過ぎ、又品質の不均や，酸性りん酸石友

中の不純物や塩化アジモシ中のタ F Jレ質，無機物等を

混入している場合である。

器具及び容器包装の衛生試験で長近取扱った合成樹

脂製品のうちブエノ F ル樹脂，尿素樹脂，メラミジ樹

脂は大体試験成績は良好であるが，尿素樹脂製品のう

ちにはホルムアルテヒ F＇を検出するものが僅かである

が発見される。

ピニ｛ル樹脂製品，ポリエチレシ悼I脂製品又スチロ

~；i,,樹脂製品等は 1 年有：に改良され良い品物が出廻っ

ていて試験の結果良好である白

陶磁器製品は日本の古い腫史を持つ製品であるが血，

わん等の内部に色彩を施してあるものから鉛を検出ず

るものがあるo特に中華料理に使用されるものの容器

から多く発見される。即ち496酢酸で10分間漫；出の試

( 17 ) 
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すべて所定の方岱に基き理化学的，細菌学的に行い，

年間収主検体 2,820件（中毒検体を含む），依頼検体

1,327件，計4,1471~二を受理した凸収去検査（一斉）

の状況は別表のとおりであるが，本年3月都内9小学

校に突発した学輩給食脱脂粉乳（零印製）による集団

中毒に際しでは，ほとんど全課員を動員して原因の究

明に当り，ついにブド ~35.R菌（Staphylococcus aureus) 

によることを実証した。また8月育児用粉乳（森永製）

による枇素中毒事件発生時にも食品課における批素の

検出と並行して細菌学的検索面を担当L，その原因が

細菌によらないととを確認した凸以上のような史上ま

れな二大中毒事件に伴い，その都度類似品の収去検査

が臨時に追加され，またとれをけい機として各乳製品

会社からの依頼、検査も著しく増加した。その他の依頼

検査は本年当初から新たに登場した10円牛乳及び4～

9月にわたりアイスグリ F ムなど、が多かった凸とと数

年来依頼、検査は年々増加の傾向にあったが，本年は不

陪：の事故などのため特に多く，ほl宝収主検体の半数に

験で容易に鉛分t溶出するので、ある。 達Lf：こo

衛生仁から改善を望むもので、ある。 (3) 食肉，魚介ならびにその加工品の検査

包装用として従来紙，経木にでん粉糊，間塑パラフ 検体は前項と同じく収主品，依頼品及び中毒推定原

イジが使用されていたが最近合成樹脂を塗布したもの 因食で，その種類は多いが主なものはハム，ソ F セ F

が多く製品化される様になった。試験結果は従来の製 ヂ，魚一次加工品，ねり製品など、である。検査はおお

品より溶l:ll物質も少なく食品汚染の機会も少なく良い むね所定の方法に従い，理化学的，細菌学的に行う外

結果を示しているD 着色加工品については有害色素の検出及び必要に応じ

3. 獣医衛生課 成分々析なども行い？年間収主3,022件，依頼133件

当課匂業務は従来どおり狂犬病の検査，牛乳々製品， 中毒関係36件，計3,191件を受理した。本年中に行つ

食肉魚介ならびにその加工品の検査などを主とし，そ た一斉収主検査の状況は別表のとおりで－あるo中毒は

の｛也とれらの業務に関連する事項についての試験，研 ほとんど毎月発生したが，殊に8～9月が多く過半数

究で，その概要は次のとおりで、ある白 (22例）を占め，その推定原因食としては魚介類が23

(1) 狂犬病の検査 例，肉類が13例（共に加工品を含む）で前者が断然多

本年中に各保健所，捕獲犬抑留所などから疑似狂犬 し、。なお9月には東北地方をはじめ都内に，いか，た

病として送られた検体は 186頭（犬 182，猫 3，家鼠 となど、軟体魚による中毒が頻発し，その原因について

1）に上ったが，とれを病理組織学的検査（Negri小 はいづれも不明仁終ったが，各研究機関においても高

体，非化膿性脳炎）， 補体結合反応，動物試験など、に 度の研究が進められているので近く解決せられるもの

より狂犬病と決定したものわずかに3頭（犬のみ）で， と思う白

検査頭数に対する陽性比も 1.7?6にすぎ、なし、。昭和23 昭和30年に取扱った業務概要は以ヒのとおりである

年から流行した都内の狂犬病も， 25年（264頭）を境 が，との他おのおの分担業務に従い次の試験研究を行

として，その後は年々衰退し， 29年には46頭と流行以 ったむ

来の最低を示したが，本年はさらにとん跡をとどめる (1）犬，山羊を月乱、狂犬病野外毒接種試験

程度に色、被したととを思い合わせると，今次流行もい (2) 都内の野犬における「Toxoplasma」抗体の分

よし・よ終末に至ったものとうかがえるむ 布調査及び「Leptospirosis」の研究

(2) 牛乳々製品の検査 (3) デソキシコレ｛ト培地の大腸菌群鑑別能力試験

検休は公衆衛生部，各保健所から送られる収去品， （一部追試）

商社ならびに一般都民からの依頼品及び中毒推定原因 (4) 乳肉食品から分離した腸球菌の毒性試験（続行

食などで，その種類は広はんにわたっている凸検査は 中）

( 19 ) 
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昭和30年に行った一斉収去検査

No. 検体受付月日 検 査 文す 象 及 ひょ 目 的 件数 備考

1 2.17～ 2.23 市乳々飲料の規格検査 228 

2 3.16～3.25 市販粉乳のプ lごF 球菌検査 208 

I ~ 
3.24 雪印粉乳（A.F印）回収品のプド｛球菌検査 262 

4.11～ 4.22 ねり製品の衛生検査 387 

。 6. 1～ 6.10 第1回アイスグリ｛ムの規格検査 366 夏季対策

6 6.13～6.28 食肉魚介及びその加工品の衛生検査（合色素） 638 I/ 

6.29～7. 8 第2回アイスグリ｛ムの規格検査 343 I/ 

7.16 輪入給食用脱脂粉乳の細菌検査 82 I/ 

7.18～ 7.27 第2恒i食肉，；魚介並びにその加工品の衛生検査 333 It 

10 8. 1～ 8.12 市乳乳飲料の規格検査 446 ，， 

11 8.22 第3回アイスグリームの規格検査 35 ，， 

12 8.24 森永MF印粉乳の細菌検査 49 

13 9.19～ 9.21 肉加工品の衛生検査（合色素，防腐剤） 80 

14 11.28 給食用脱脂粉乳の細菌検査 38 

15 12. 1～12.14 マーガリシ及びパタ｛の色素，大腸菌群検査 183 年末取締

16 12. 1～12.14 食肉，魚介及びその加工品の衛生検査（合色素） 1,401 I/ 

計－ 5,079 

t荷 牛乳関係 11回

要
食肉関係 5回
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v 化学試験部
1. 医薬品第一課

初年度中に当課で処理した各種試験業務は，行政措

置によるもの，医薬品補給業務に伴うもの，ならびに

一般依頼，その他，計5,200件で・ある。薬事衛生課か

ら送られた行政検休は化学試験，動物試験等，あわせ

て4,032件である凸本年は昨年よりやや時期を早めて

5月中に前年同様， D.D.T., B.H.C.，等を主剤と

した殺虫剤（液，末，香，エアゾ｛ル剤）の一斉検査

を行い，約650件についてその品質を検討したが，結

果は昨年同様，若干のものを除いて概ね良好であった。

叉8月中に最近市場に進出して来たエフエドリ Y，メ

チルエフェドリジを配伍Lた注射用鎮彦、鎮痛剤の一斉

検査を行い，約250件につし、て此の種製剤の実態を検

討したが，着色，異物等の他は概して品質が良かったo

なおエフェードリ Y含有と称して覚せい剤を含む注射液

があったのにかんがみ，とれらについてはすべて覚せ

い剤含有の有掠を検したが幸いとの種の違反は発見さ

れなかった。さらに又10月中に解熱，鎮痛，鎮咳剤等

の風邪薬の類について約370件の一斉検査を行い，そ

れぞれの成分々量を分析したが，一部に分包不均等の

ものが目立った以外は概Lて成績は良好であった。又

年間390件の覚せい剤についても，その舎成分の鑑定

ならびに定量を行い，さらに無菌試験もしてみたが，

( 22 ) 



取締りが厳になるにつれて良質の覚せし剖が市場に現

れず，密造品を使うため相当粗悪な注射剤が多く，そ

のため検査も従前に比して著しく繁雑になりつつある。

又本年は特に一般都民から苦情，投書等のあった薬品

を行政的にとりあげて保健所その他から送付して来て

いる。との種の試験は年間 110ft［二に達し，事柄が多分

に感情的神経質的なものである上当事者が全く化学に

対Lて素人で、あるため処理に欝渋している。又久L限

りに有名メ｛カ F の総合ピタミジ斉し胃腸薬等の疑造

品が現われ，試験件数は約240件に及んでいるむその

他年間を通じてサルフア剤51件，駆虫剤48件， i由化剤，

ピタミ y剤，涜j渇斉H，消毒剤等多額多様にわたって処

理Lている。
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補給業務に伴うものは引続いて少数品目に限定されラ

その総数は4691午で主なもιは， D.D.T.オイル63%,

アノレコ｛ノレ類2096，グレゾーノレ石鹸液15%等でおるG

何れも購入に際して購入賞・任者がサ：／プリシグしたも

のについての品質試験で試験の結果が購入に不適当な

ものはその都度，返品，取換えの措置がとられている。

本年は行政検休としてはその他に，玉川保健所から

送られた事故患者のi止物等12ftl二がある0 .l;!、ヒの金行政

検体の中で特に発熱性物質問験を要したものは18件，

無菌試験を行ったものは91何二で、あったむ

一般からの依頼による有料試験は，年間687件で，

その中化学試験179件，無薗試験35ftl二，発熱性物質試

験108件，封かん362ft！：，その他314二で、ある。化学試験

の内訳は，公定書基準適否試験54件，定量試験114件，

定性試験日刊二である。公定書適否のうち，グリセリシ，

グレゾ~ JL石鹸液，アノLコF Jレ等がまとまっているG

定量試験はγ－B.H.Cの定量が最も多く28件であるD

又本年の特徴として枇素ミノレグ事件以来食品部加物と

して使用される可能性．のあるもの，例えば骨粉，各種

カルシウム塩類，鉄塩類等のlilt素，重金属の定量依頼

が急増し， 9 月 ~）、後，殆んど毎日，との積の依頼者が

来所され，なかにはど‘うにも試験のしようのないもの

や，経木，ヘラ等までが持ちとまれ「批素ノイロ｛ゼJ

としか受取れぬようなものもかなりあった凸とれらの

人々のうちには待っている間に試験結果が判明するも

のと極め、亡簡単に考えて居られる人が少くなく，とに

角良く説明し℃納得．の上帰っていただき，結局9,10の

2カ月中に30件を01きうけた。その他ピタミシ剤中の

ピタミシの定量2014ユラ 7月にはプール7.K消毒用の次亜

塩素酸ソ｛〆溶液の有効塩素の定量6i4二等で以下多種

多様で、あるo定性試験は概して少く11件でサシトニン，

四エチノレ鉛の定性等があった。又無国試験，発熱性物

質試験は昨年に比して何れも約35箔増加しているo封

かんも昨年に比L10:?6増加し抜取試験fつ上適合Lたも

のには当所の封かんをしラその品質を保証した。内訳

はグレゾ｛ノレ石鹸液約5,800本，グリセリシ約2,700

本，アルコール類550本であるG

件
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2. 医薬品第二課

当課の担当業務は生薬とその原料試験ならびに製薬

原料およびとれに伴う調査研究で、ある。その試験対象

は公定書収載生薬約160種（日局VI90種，国薬II70種）

は去うまでもなく，動植物油開の他，古来民間薬とし

て用し、られている草根木皮の類，ないしは栄養剤を加

味した動物生薬，黒焼に去るまですべて包含される。

ちなみに都下90軒の和漢薬専門店について，その取扱

品目を調査するに，医薬用 150種＼いわゆるJ毒物（ト

ウモノラ稀用生薬） 100種を用意するを普通とし，有

名店ともなれば500積以上を算すると云う。

( 23 ) 



業務成績年報（昭和30年 1月～12月） 化学試験部医薬品第一課
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およそ生薬の品質の優劣は外部形態学的にみたされ

なくてはならないがそれ以上に特殊薬効成分を含有す

るととが一層大切である白しかし今日の科学では未だ

未開拓の分野甚だ多く簡単な試験によって直ちに優劣

の判定を与えるととは出来なし、。との意味において薬

用植物園を設営L，系統の正しい生薬原料植物を栽培

管理して，日常の試験検査の参考資料に供すると共に，

規格の定つてない生薬の試験怯の研究に日夜勉めてい

ヲ

／ピジ凸

幸い30年3月には第二改正国民医築品集が公布され，

品質鑑定上よる所を示された。とれを機会に都薬務部

薬事補生課に協力，一斉収去を行＼，>12品目総数742件

（本年報第四章調査研究事項参照）。その｛也補給業務の

除虫菊乳剤薬務部依頼によるグラムヨモギ中のサント

二ンの定量等衛生局依頼のもの計1,101件の検査を行

ったが昨年に比し3倍の増加を見た。一般依頼では輸

入屑茶中のカフェイシの定量，甘草エキスの局方試験

は例年のとおりであるが，アルギシ酸ソ F・O・ダ・中の枇素

ならびに重金属の有無， 蛇木エキス （高血圧降下剤

Serpentina alkaloid), マクリ中のカイニシ酸の定量

試験等近年流行色を反映した試験依頼が散見する。な

お薬用植物園関係では本年度標本植物の増加増殖を計

ると共に試験闘場を拡充Lて， 従来のサフランの

Biogenesisに関する研究を続けるとともに，ペラドy

Fを増殖して次年度からの本格的研究に備えつつあるo

Tヰ
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ノレ色素， PHの異常に高いもの等が発見されたが，成

績は杢般に良好で、あった。ただ特殊有効成分の含有し

ないものがあり，含有しても極めて僅かなものがあり

化粧品の在り方として考えさせられるものがあった。

なお本成績を薬務部主催の講演会で発表し，指導材料

として有効に活用した。依頼試験もかなり受付吋ナこが

本年はコ戸ル F＇パ｛マ液による脱毛，かぶれ等の事故

があり，それらが反映してコ ~Jレドパ｛マ液の試験申

込がやや目立った。

用具衛生材料：昨年末スフ入り脱脂綿，ガ｛ゼが横

行して監視の対象となったが本年もとれらを反映して

薬務部送付の衛生材料が目立った。成績は比較的良好

であったo

玩具：公衆荷生音！与は9月三台都の保健所を動員して，

食品衛生法の対象となる玩具1811霊を収長し送付したo

特に感じたととは溶出し易い，殊に法規で禁止してい

る，塩基性タール色素を用いているものが多く，現具

そのものが堅牢な染請になっていても，飾に用いてあ

る紐から多量に不良色素が溶出するものが多かった。

口に接触する玩具がむき出しのまま不潔な状態、であっ

たり，又コシドームを使用したプム風船など、があり，

衛生上風教上考えさせられる問題を提供したむ

研究調査事項：従来麻薬の試験法を研究して来たが，

4月の薬学会には 「3・Dimethylamino-1.1-di (2-

thienyl）幽1-buteneに対する各種アルカロイド沈般試

薬の検出限度と顕徴結晶試験」について報告しラ化粧

品では葉総素の問題がやかましい折柄， 「香粧品中の

7J<溶性グロロフィルの試験法」について報告した。な

お通産省の用具に関するJIS作成及び日本薬学会の香

粧品試験法作成に協力した。

件
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3. 医薬品第三課

化粧品：本年初頭薬務部収虫の化粧品149積の一斉

検査を行った己容量， P耳，酸度，色素，枇素，鉛，

特殊成分等の各項目について試験したが，塩基性タ｛

( 25 ) 
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化学試験部 氏薬品第二課業務成績年報（昭和~o年 1 月～！2月）
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麻 薬 3 92 95 190 440 100 lO )35 10 500 360 365 385 370 520 5,385 

化 顔面用品 21 601 42 664 66 40 2,788 80 2,190 2,266 404 2,046 128 28 1,404 1,384 12,824 

粧 頭髪用品 70 236 95 401 45 11 1,324 - 1,185 1,187 479 1,374 225 546 365 6,741 

ロ口ロ 原料その他 40 53 93 27 239 235 291 405 253 437 116 215 2,218 

歯科材料 4 36 40 』O 600 400 200 200 400 200 2,210 

用 注射筒 2 3 58 63 43 96 30 76 470 451 一 1,166 

注射針 108 _08 108 72 216 144 144 648 144 一 1,476 

腸線縫合糸 132 24 156 84 12 288 264 96 978 1,722 

具 縫合絹糸 50 50 50 50 400 500 

コシドーム 12 504 i16 L6 778 466 646 240 2,792 5,438 

医薬品容器 15 68 83 97 83 80 214 206 236 158 14E 12t 1,395 

繊維衛生材料 3 54 117 174 74 423 154 685 1,000 1,328 240 198 1,046 624 1,111 ,236 60E 8,825 
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第四章調査研究事項

i 細菌部

(1）微生物課

I 葡萄球菌に関する研究

（衛生検査 4. (4), 174，昭和30年）

分離した潜萄球薗の諸性状を比較L次の結果を得た。

(1）リパ rーゼ・テスト，コアグラ，ー，ゼ「テスト，ウレア｛セ、テ

スl'＇アルギ、ナ｛ゼテストの 4者間にはかなりの並行

関係が認められた。（2）由来を具［｝こする葡萄球菌の菌株

間に諸反応の特異性は認められなかった。（3）黄色葡萄

球菌は総体的に白色調萄球菌より諸反応の活性が強い。

(4)P P A反応はすべて陰性で、あった凸（5）アルギナーゼ

テストに月札、る特殊培地を作製した。

松井清治 ；雪川栄一

小林文次

II Bismuth sulfite寒天使用成績について

（衛生検査， 4ヲ（3),55，昭和30年）

保存菌株 s.typhi の5株はすべて良く発育し黒変
したO S. paraty phi A は5株すべて発育不良で，

S. paratyphi B は 5株何れも発育良く黒変したo

S.paratyphi Cは5株中3株は発育せず，友白色集落

を形成した。 S.enteritidisは5株ともよく発育し黒変

した凸赤痢菌は大部分発育を認めず，大腸菌は発育し

て黒変するものがあったoチフス，パラチフス患者関

係者便につい‘てみるとチフス菌の分離とし、う限定され

た目的でも SS寒天にまさるとは認め難し、。

門野義雄

班 鑑別培地を用いて硫化水素産生を識別する際の検

討

（日本細菌学~~w誌， 10, (9), 761，昭和30年）

硫イヒァ1＜素は亜硫酸ソ｛〆，チオ(ilfr;酸ソ｛ダ，シスチ

ンから生産を認めた白チオ硫酸ソ｛ダで著明に産生す

る菌群 (1群）は Kligler培地でも著明に産生するが，

チオ硫酸ソ｛ダで弱く，亜硫酸ソーダで強く産生する

薗群（ 2群）， 又は亜硫問委ソ｛〆で産生を認めずチオ

硫酸ソ F 〆で弱し、産生の菌群（3群）では Kliger培

地で陰性となり，シスチシ又は亜硫酸ソ F ダを添加す

れば陽性と／:cる。鑑別培地で、硫化71＜素産生能者プ検討す
る際第2，第3群p菌に注意を要する凸

怯井清治 寺島金次郎

富川栄一

IV Proteusに関する研究

( 27 ) 

第 i報 Proteusmorganii及びProteusrettgeri 

の色素産生及び栄養要求について

（日本細菌学雑誌， 10,(5), 459，昭和30年）

(1) Fildsの培地の組成を変え，之にトリプトファ

ン合加えた際 Proteusmorganiiは茶掲色々素を産生

する。（2) Proteus rettgeriはア Lノモニア窒素をN源

として発育するが Proteusmorganii は不能であり，

之に J シスチy，パシトテYf睦l，ニコチジ酸を同時

に加える事により発育可能となる凸なお窒素源とLて

l グルタミジ酸， l －アスパラギ：／， d.lーメチオニ

ンを加えた培地で、はノ~ ：／ トテン駿， J三一アラニ yラニ

コチシ酸のfliJれか一つを加えると発育可能となった。

松井清治冨 JII栄一

V Proteusに関する研究

第2報 Proteus morganii 及び Proteus 

rettgeriの免疫学的性状について

（日本細菌学雑誌， 10,(9), 755，昭和30c:9三）

分離した Proteusrnorganii 108株， Proteusrettgeri 

43株について検討し，そのOH抗原をそれぞれ15群ま

で明らかにした。 Proteusmorganii O群では， 1,3,7

間にのみ共通の抗原を認めた。叉 Proteusrettgeriの

抗原間にはわずかにO群の2'7間にH抗原の共通の

ものをj認めたむ Providenceとの開にはかなり共通抗

原がみられたが Salmonella,Shigella との共通抗原

は認められなかった。

松井清治小林文次

富川栄

(2）寄生虫諜

VI 都内某汚水処理所の汚水及び汚泥の寄生虫卵検査

成績（その2)

前回に続ぎ，者j）営某汚水処理所における汚水及び汚

泥中の寄生虫卵検査当プ p 昭和30年1月から11月迄の間

に， 5回行って次の結果を得た。すなわち各回にわた

り自国虫卵及び鞭虫卵を検出し，それらの卵は， 1' 3' 

4及び8月では17～18%生存していたが， 11月には42

%が生存卵で、あった。 11月にのみかLる高率に生存卵

を認めた理由は不明であって，之につし、ては現在研究

中である。

馬場弘志佐々木敬一

池沢茂

(3) 衛生動物課



VII チフス菌の変異！こ関する研究

1. Ty 2株の鐘小集落形成菌について

（日本細菌学雑誌， 10,(3), 296，昭和30年（会））

Ty 2株のV及びW型から小集搭菌の出現は容易で、

はなく，其の通は比較的容易であった。小集落の生物

学的性状は特に変りなく毒力はV型かW型かに関係ず

るD 集第の生菌密度は特に差はなし、。小集落国は薗型

の不均一性が著明で、ある。小集落は培養時間の進むに

つれて正円形から花紋状となる。ブミ小集落l対：目互に変

異しうる具った相のものと思われる。すなわちラ小集

落菌は元の相に戻らなければ大集落を作れなし、。薗型

の変化も変異に基づく二次的現象と推定せられる。

高山康郎

市 チフス菌の変異に関する研究

2. Ty2株のVごW？変異について

（日本細菌学雑誌， 10,(7), 610，昭和30年（会））

V型Ty2株から得た変株W'oはvw型集落を作り，

常にvw型及びV型集落を生ずる。 W'o集落はVi爽膜

菌と無英膜留を混じ，培養時間が進むと菊花状を去し

てくる OとのV型留は本菌の変異仁よると思われる凸本

集落の菌液からVi血清でV型菌を可及的除けi支援集反

応，酸操集反応，マウス毒力においてW型又はそれに

近いものとして反応し， Vi抗体産生能も認め難し、。

要するに菌一個体がVi抗原を不完全に保持する意味

のvw型ではなし、。之はW→V変異を常に起す結果V

W君主の集落を作る株であると考えられる。

高山康郎

IX チフス菌の変異に関する研究

3. Ty2 株に由来するW→V変異を起す嬢小集落

形成菌について

（日本細菌学雑誌， 10,(ll), 976，昭和30年（会））

前報のW＇から変異した短小集落 dW＇が容易に dW',

W', dV, Vを生ずるととを認めた。又dW＇のV型及び

W型に関する諸性状はW＇のそれと同様である。 dW',

W', dV, Vは同一起j京dW＇に由来する事実を認めた

ので，之等4者は相互に一定の関係にある事が；図像さ

れる凸且つWはVから生じ， dWはWから生ずる事実

があるので，先にVとdV,WとdW,W＇とVとの間に

別個に見られた変異現象にも夫々一定の関連性のある

ととが想像される。

高山康郎

性） 臨床試験課

昭和30年度臨床試験諜の研究業績について

昭和30年において当課の行った業績は下記のとおり

である。此等の研究は昨年度からの続きで，主として

生体内のカルシウム及びマグネシウム代wHの研究であ
、4
〈己JO

柳沢文正

x カルシウム及びマグネシウム代謝（第12報）
学童尿の総Ca,Mg及びCaイオン量について

第74回日本生化学会関東部会， （昭和30年1月29

日，於東京大学医学部）

小学校1年から6年まで，又中学校1年， 2年まで

の尿総Ca量は学年が進むにつれ総Ca,Caイオシ量共

増加し，成人尿総：Ca平均値17.4mg/dl,Caイオン量平

均値9.lmg/dlに近づ、く。総：Mg量はCa量と通相関を示

Lた。

柳沢文正藤井嘉寿

XI 婦人の血清， i唾液，尿，羊水，手u干の総Ca及び
透析性 Caと，その相互関係について

第27回日本生化学会総会， （昭和30年4月1～5

日於，京都大学医学部）

四名の成熟婦人の早朝起床時における 1ヶ月聞の血

清，尿，唾液についてのCa,Mg，代謝を柳沢J佳により

測定した。血清透析性Caの平均値は排卵日に増加し，

月経開始時に低下，又月経終了日に増加を認め，血清

透析｜生Mgとは通相関となる。 i唾液透析性Caの平均値

は血清のそれと相関を示すが，個々の実験日について

は必ずしも一致しなし‘場合がある白尿の透析性Caの

平均値と透析性Mgの平均値は血清のそれと逝相関を

示すo

W/l沢文正

東大医学部分院産婦人科新井幸一

週 カルシウム及びマグネシウム代謝（第14報）

Caの腸管内吸収に及ぼすピタミン及び薬物の影響

第27回日本生化学会総会（昭和30年4月1日～5

日 於，京都大学医学部）

腸管の部位に依る Ca吸収率については十二指腸下

部及び宰腸上部が最もよく岐収L，下部に従い峻収率

が低下する。 CaのPHによる峻収率についてはPH5 

が最もよく，同じPHにおける1時間の吸収率につい

ては濃度により殴収量は増加する。ピタミシについて

何：V.B2,V.D2, V.K, V.K1, V.Ks, V.K11 V.K5~土 Ca

のi反l慌た促進L,V.Cは少量では促進するが多量では

過の結果を示す。無機物はMgラP,K, Fe, Mn等は

し、ずれも添加量を増すと Caの峻J!X；を阻害する白有機

物ではデヒドロコ～ル酸は促進するが，ぶどう糖，イ

ノシツト，コレステロ｛ル，就中i墜酸は Caの吸収を

阻害するc

( 28 ) 



柳沢文正

小笠原 公

XIII 労作とカルシウム代謝に関する研究（第 i報）

年令差に依る尿中Caイオン量と高野氏法との

比較検討

第9回栄養食糧学会（昭和30年4月2,3,4日

於京都大学工学部）

都内小学校及び中学校二年生まで422名の尿Ca,Mg 

の分析を行い高野注と比較したととろ，低学年におい

ては尿総Ca,Caイオソともtこ低値を示し，高学年に

なると排世；量が増して成人と同じになる。保Mg量は

低学年（'J:高値，中学年になって低下しラ大人になると

再び排量が増す凸高野担ミと尿総：Ca量と大体反比例す

るが，必ずしもCaイオシ量とは反比例しなかった白

柳沢文正

藤井嘉幸

XIV 老年期の血清電解質と Pr叫 oplasrnahysteresis

第29回栄養食糧学会シシボジウム「食習慣と長寿」

の追加討論（昭和30年4月4日）

既に老年期の生化学について Ruzicka は Proto-

plasmahysteresisとしもう学説を立て，細胞の原形質

は一つのコロイド溶液であり，とれが古くなるにつれ

てコロイド粒子の荷需が掛り，互に援集し易くなり，

会学的活性．を減じこれが老化の原因であるとLている凸

私の測定、法・で、老人又は老年性疾患の血清Mgを定量す

ると，それが増加しているのを知るが，細胞内液の Mg,

Kが低下して組織間液，血清中に増加して来るので，

Ruzickaの所説とよく一致する凸

B〕

朝11 沢文正

xv 血清 Na,K, Ca及びMgの関係について
第27四日本生化学総会（昭和30年4月1～5日

於京都大学医学部）

我々は健康人及び各種疾患時の血清中の Na, K, 

Ca, Mgについてそれぞれ定量を行ったむその結果健

康人では平均血清 Na;339土33.0mg/dl,K; 18.2士

2.0lmg/dl, Ca; 10.0士0.48mg/dl, Mg; 1.3士0.27

mg/dlで、あった。急性放射能症では Naは正常， Kは

少し Caが多く， Mgがととに多かった。寅症を主訴

したものはKは著明に少く， Mgが増加し，縮尿病，

高血圧，脊髄炎，心臓弁膜症，パシチ氏病いずれもMg

の増加が認められたD
9) 

柳沢文正

国立第一病院石 井 Jj弱

同 貴船トミ子

( 29 ) 

XVI カルシウム及びマグネシウム代謝（第15報）

血清透析性 Caと血液凝固について

第77回日本生化学会関東部会（昭和30年7月9日

於東京大学医学部）

健康家兎を用いてどタミ YK，ヘパリシ，コソトミ

ジヲサツカロ戸ゲソ，グルコン酸，グルコサミ γ等の

薬物を与えラその前後のカルシウムイオシ量の変動と，

全血撹同時ならびにプロトロンピシ時間の関係を見た

が，大体において Caイオシ最と反比例するを見た。

柳沢文正

永瀬喜代子

XVII 特殊躍質含水炭素の生化学的研究（第 1報）

Ca及びMg代謝より見たコロイド糖の作用機序

JI国天堂大学例会（昭和30年5月26日）

故福井博士により創製された特殊j穆質含水炭素（コ

ロイド糖， Saccharogen）は一部の人により楠尿病の

食餌療法として有効であるといわれている。余はとれ

を純粋に抽出しその投与後における Ca及び Mgにつ

ま生化学的検索を行った。投与後Caは増加し，血清

Mg及透析性Mgは著しく低下するo血糖値は変化し

ない。糖尿病の血清Mgが著しく高値であり，とれが

低下するのが，有効に働くのではなし、かと思われる凸

柳沢文正

XVIII 特殊躍質含水炭素の生化学的研究（第2報）

糖尿病新薬サツカローゲンの性状

新潟医学会総会（昭和30年10月15日）

前述 Saccharogenは果備，グリグロシ酸，グリコ

｛ル酸，ベグチ：／類似物質から成立っているととが分

ったむとの物質5mgを家兎に静注すると血清Caイ

オンを上昇し，血清MgをJiiJ制する。とのととは糖尿

病患者のような慢性疾患の血清は細胞内液の惨透圧に

比し高いので，とれを是正するように作用するものと

考えられるoなお本物質はグリグロシ酸の数10倍の解

毒作用を有L，アロキサシ，アドレナリ Yの血糖上昇

作用を防止乃至緩和する。

柳沢文正

XIX カルシウム及びマグネシウム代謝（第16報）

麻酔時における血清Ca及びMg量の変動

第28回日本生化学会総会（昭和30年11月1日～3

日）

蛙娠人工中絶の首l肱麻酔，陸式卵管結3言及び帝王切
聞の腰椎麻酔前後の血清分析を行ったo 3%ラボナ｛

ルlOccで、30分及ひもO分後に血清透析性Caが猷少の傾

向を示し， 5%チグロパシ 5ccで、麻酔Lた場合は60分

値において血清透析性Caが著明に被少するo又ペル

カイ yでは変動が少し、。



柳沢文正

東大分院産婦人科名取光博

13), 14) 

xx カルシウム及びマグネシウム代謝（第17報）
Mgの腸管内吸収に及ぼすビタミン及び薬物の影響

第28回日本生化学会（昭和30年11月1日～3日

於，東京大学医学部）

十二指腸下部がMgl土岐収よく PHは5が最適であ

る。 1時間後は濃度の多い程｛吸収量がよいが率は低下

する。ピタミ yPは助長しCは少量は助長するが多量

は阻害する0 lVInはやや助長L,Na,Pは影響f［＿ く， K,

Ca, Fe等は多いと阻害する。ぶどう縮多量は阻害し，

アルフ、ミシは少量は助長するが多量は阻害する。

柳沢文正

小笠原公

XXI 血清マグネシウム測定の意義

第17回都衛生学会（昭和30年11月18日 於，日本

医師会館）

MgとKは細胞内液に存在し 3 細胞外液で、ある血

援（血清），組織開液には極く少最しか存在しなし、。然

るに Caは細胞外液のみに存在L，細胞内液には存在

しなし、。老年期疾患において血清 l¥匂が増加して来る

とのとは細胞内液の透出を意味する。すなわち，細胞

老化，又細胞内波及び外液の捧透圧，水分の移行等を

探知するに重要である。
17,)18) 

柳沢文正
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Il 生活衛生部

(1） 環境課

xxn 東京都のばい煙と屋外空気に関す苔調査
〈第2報）

調査方法は第1報〔爾藤功，他：東京都のばし、煙と

屋外空気に関する調査（第1報）， 東京都立衛生研究

所研究報告， 12，昭31.3月｝と同様であるから省略し，

調査成績の概略を報告する。本報告の調査期間は1955

年2月15日～5月15日の3ヶ月間である。なお試験月

は2月15日～3月15日のように両月にまたがっている

が，とれを3月のように略記するむ

1）降下ばいじんの量（鑑／km~／月） その他，前報よ

り減少し， 3月は最多は鶴町135.82麗で他からかけ

離れて多く，最少は青梅4.99賠，平均28.00臨（前

報の2月（1:42.43賠），地区別平均値ではぱし、煙地区

44.76庖，中間地区17.97臨，非ばい煙地区8.57庖，

！日市内部33.72艦，新区及び郡部都市12.68.臨， 4月

は最多は日本橋103.98臨，最少は青梅4.92躍，平

均29.79賠パ：どし、煙地区43.59蕗， 中間地区21.19

臨，非ばL、煙地区10.93蕗，！日市内部36.87臨，新

区及び郡部都市12.68蕗， 5月は最多は浅草31.73 

臨，最少青梅4.92蕗フ平均17.77躍，ばい煙地区

22.94路， 中間地区16.86臨，非ばい煙地区8.15臨，

！日市内部20.25班，新地区及び郡部都市11.27臨で

ある。成分では，販機分（熱灼残盗）がほとんど毎

常有機分（熱灼減量：）の約3倍， 5月分に対するさ

らに精密な成分分析結果では，前報の2月の場合に

比し可溶分，特にその熱灼減量が量的にも比率的に

も著減した結果，不溶分，可溶分の割合はほど従来

の諸報告の場合と近くなった（前報の可溶分の熱灼

械量はむしろ異例的に大で‘あった）。 各種成分の量

的比率はかなり 2月とは異っており， 5月はSOaは

特に少かったむ大島は Cl＇量が多し、。放射能各地平

均値（cpm/m2／月）は3月981, 4月2374, 5月6471

で漸増しているが，前報と異り各地一般に比較的差

が少く，降じん（塵）最の多少とは余り関係しなし、む

たど5月は非ばい煙地区が小であった。

2）じんあい数〈個／cc) 前報より被少し，各地毎

月の最多値一平均値一最少値を記すると， 3月は733

（城東） -313-142 （大久｛呆）) Li月434（千代田）－

248-98 （青梅）' 5月 388（杉並） -226 150 （青

梅）で各地の差も滅じた。

3）じんあい量（mg/m3) 前報とあわせ考察するに，

( 30 ) 



量も成分も日日変化が非常に大~いと推定やられる。

各地毎月のr'f:f多億一平均値一最少値は3月は2.1（青

梅）一一1.4--0.7 （渋谷）， 4月は 5.3（大久保） － 
3.1-0.7 （向島）' 5月は4.5（大久保） -2.6-1.6 

（石神井）でパ乱、煙地区も非ばし、煙地区も大差な

し平均では有機分が無！接分の2-3倍である。

4）炭酸iガス量（l;ii・) c れは各地の差が他の項目程

著明でなし、ととは前報同様であるが， 3月は比較的

各地。差が見られた凸ばい煙地｜乏が多い傾向はある

ようであるが，不定であり，中間及室非ばい煙地区

でも割合多量なととがある。各地毎月の最多値一平

均値一最少値は3月は0.89（日本橋） -0.49-0.17 

（玉川［）＇ 4月は 0.80（向島） -0.41-0.23 （石神

井）' 5月は 0.86（青梅） -0.42-0.25 （大久保）

で，前報より若干多し、白

5）細菌数（落下菌数） とれl士試験時の風の影響が

多いようで，各地とも不定のようで、あるO 各地毎月

の畏多値一平均値一最少値は， 3月は145（滝野川）

-36 8 （傑JI[), 4月は 243（大森） -69-11 （青

梅）' 5月は291（大森） -72-22 （渋谷）で、ある。

6）紫外線エネルギ F 強度（分） 春に向うと共に漸

次増強してきで，各所平均3' 4' 5月午前及び午

後それぞれ1.651及び1.412, 1.8361えび 1.566,

2.182及び1.655で‘ある。大久保，向島，青梅，日本

椅等は強く，中央，豪語町，滝野川等は弱く，荒｝I!'

杉並等は不定，各地強度の差は3月は大で最強個所

は長~5jl問所の 3 ～ 41官で、あるが，以後漸次差が縮ま

り， 5月は2倍以下である。

7）気温 前報と反対に経月的にヒ昇しており，且つ

各地気温差が漸次小となっている。即ち同日同時刻

の最高温の所と最低温の所との差は3月は5～6°C

から12～13°C，普通9～10°C, 4月は6～7°C,

5月は5～50C となる。然し月間平均気温は各所

の差が割合小で，午前，午後， 3月は8.6及び11.6°C,

4月は12.5及び14.5°C, 5月は17.1及び18.6°Cで

ある。

8）最高，最低気温 3, 4 Plは第1報同様大久保，

越町，中央， iヨ本椅，向島，滝野川，青梅，杉並西の

8ヵ所， 5月以降はさらに荒川が加わった。気温の

場合と若干呉札各地の同時刻の気温差は各月とも

4～60 C 位で，月間平均値も各地の差が若干あり，

各月とも大体向島，日本橋，中央等が高く，大久保，

杉並，滝野川等は低く，青梅は午前は中位であるが，

午後は割合高し、。午前の各地最高最低平均値は3月

13.1及び4.8, 4月16.7及び8.3, 5月21.1及び12.4

0 Cで，午後は最高は大同小異，最低が約 30C前後

c :-n > 

高まる凸

9 ) ifnl度（銘） 3月は22ヶ所（千代田，芝，青梅，

大島欠）' 4月は23ヶ所（千代田，青梅，大島欠），

5月以降は2L1ヶ所（千代田，大島欠）で観測した。

各地湿度は同一日でもかなり遣う場合があるが，月

間平均値では割合差が小で，その最高一平均一最低

は3月午前 65（麹町） -58 50 （大久保），同午後

62 （立JI!)-54 45 （大久保）' 4月午前77（浅草）

-69-62 （中央），午後 77（浅草） 66-58 （大久

保）' 5月午前 76（大森）－67-60（杉並）' 5月午

後 75（浅草） -64-59 （麹町）である。

10）天候前報同様各所ほとんど同じで且つ晴が毎月

最も多いが，前報より曇ないし雨零が若干増加し，

特に4月は曇及び雨の合計は晴より多し、。雨は観測

日数中3月は1-2日， 4月は4～6日， 5月は3

～4日で、ある凸

11）風向 とれは全体としての季節的変化があり，且

つ地区による差異が割合多いので，一般的なととは

記し襲齢、が， 3～4月は北偏りの風が比較的多く，

5月は日によって具るが，北偏りの風と南偏りの風

が相半ばする凸

12）風級前報と大差なく，平均ピユ F ブオ｛ト13階

級式風力表の2前後であるが， 5月は各地区々・で1

3の聞であるむとの期間中一般に日変化，日日変

化が認められるが，日日変化が日変化より著しし、。

大島が平均5で最大，反対に城東，四谷，赤坂等は

1{立である。

斎藤功両角清

小林正武 中山袈裟典

XX III 東京都のばい煙と屋外空気に関する調査

（第3報）

調査方法は第1報同様であるから省略し，調査成績

の概略を報告する。本報告・の調査期間は1955年5月15

日～8月15日の3ヵ月間である。なお試験月の記載要

領は前報同様である。

1 ）降下ばいじんの量（聴／km~／月）その他 暖季に

向ったので前報より漸減し， 6月は最多は浅草

26.45域，最少は青梅4.25瞳，平均14.14埴，地区

別平均値ではばし‘煙地区17.98聴，中間地区12.97埴，

ヨ料品、；陸地区8.75埴，！日市内部16.06地，新区及び

郡部都市9.95蕗， 7月は培多は向島35.60臨，最少

は青梅1.59臨，平均15.97蕗， i:fしも煙地区20.32蕗，

中間地区13.71班，非ばい煙地区10.77麗，！日市内

部17.41蕗，新区及び郡部都市13.89蕗， 8月は最

多は芝32.88躍，最少は青梅5.62躍，平均19.35蕗，

l心、煙地区22.98聴，中間地区18.40砲，非ぱし、煙地



区 9.58 臨， i日市内部 21.12 臨， ~Jr区及び郡部都市

13.65 n主である凸成分では無機分がほとんど毎常有
機分の約31官， 8月分に対するさらに精密な成分分

析結果では第1,2報に比しタ｛ル分， Cl',NHsが

多く， SOsも比較的には最多であって，とれ等の量

は降下じん総量とは必ずしも比例しなし、。不溶分は

可溶分の3倍弱で，各種成分の量的比率の変動は毎

回相当に顕著である。各地放射能（cpm/m~／月）は

前報より減弱し6月は各地平均 1403, 7月は380,

8月は759であるが， 6' 7月の各地の値は同じオ

｛〆ーであり， 降下じん総量のいかんにかLわら

ず大差はなし、。しかるに8月の各地の値は最高大島

(2427), 最低赤坂，城東（何れも 0）のように各

地の問に著しい差があった。

2）じんあい数（1問／cc) 前報と大差ないが多少多

い感じで，各地毎月の最多値一一平均値一最少傾を記

すると， 6月は592（玉）[ ¥) -285-93 （芝）， 7月

は494（城東） 314---105 （探Jf!) ' 8月は914（滝

野）[ ¥) -369-181 （芝〉となるむ

3）じんあし、量（mg/m3) 前報と状況大差なし、がや

や少い感じで，各地毎月の最多値一平均値一最少値

は， 6月lょ3.7（滝野川＼） 1.6 0.4 （渋谷）' 7月

は3.7 （大森）－1.9-0.3 （小石川！）' 8月は2.3（向

島・他） -1. 8--1. 3 （芝）であるG

4）炭酸ガス量（対） 前報に比し各地の値は－｝雷接

近して差が少くなった。各地区毎月の最多値一平均

値一最少値を記すると， 6月は0.56（探Jf¥) -0.40 

-0.20 （大久｛呆）, 7月lヱ0.69（千代田） 0.40 -

0.21 （芝）' 8月は 0.59（荒川！） -0.34-0.26 （千

代田）となり，前報よりやや少い感がある。

5）細菌数（落下菌数） 前報と同傾向で，各地毎月

の最多値平均値一最少値は， 6月は117（石神井）

40-7 （千代田）'7月は364（大森） 102-13 （中

央）' 8月は230（浅草） -86-23 （芝）となり，各

地の差が相当ある白

6）紫外線エネルギ）強度（分） 夏に向い強度を加

え， 9ヵ所平均6, 7' 8月午前及び午後それぞれ

2.459及び1.835,2.311及び2.225,3.053及び2.985

となり， 8月は2月の2倍強である。

大久保，日本橋，向島等は強く，青梅，鶴町，荒

川等が中位，滝野川，杉並，中央等はまjし、。各地の

差は6月は長強が最弱の2倍強， 7' 8月は3～4

ぽ同様で2～30Cから7～soC，普通 5～6°C

以内である。月間平均気温は，午前，午後それぞれ

6月22.1°C及び23.4°C, 7月26.9°C及び27.9°C,

8月29.6°C及び31.3°cで，大島，青梅は他より約
1～3 0 C低く，小石川，日本橋等は約1～20 C高

し、。

8）最高，最低気温今回は杉並は都合により除外し

た。同時刻の各地気温差は前報と同等以上で7～8

0 C 乃杢それ.I;!、上に及ぶととも珍しくなし、月間平

均値では各月とも大久保，荒川が低く，他は大差な

し、。午前の各地最高，長低平均｛直は6月は23.5及び

18.0, 7月は29.0及び21.2, 8月は32.7及び25.2

0 Cで，午後は最高は大同小具で，最低は午前より約

30 C前後高し、。

9）湿度（%） 千代田，大島を除く24カ所の成績で

ある。各地湿度は日変化はそう大きくなし、が，かな

りの日日変化を示す外，同一日でも相当の差がある

場合があるが，月間平均値では割合差が小さく，普

通数妬以内のととが多いが， 6月は石神井等例外的

な所が 2,3あった。各地月間平均値の最高一平均

最低を記すると， 6月午前 82（石神井）－65-54

（盤町），同午後 85（石神井） -62~－54 （大久保），

7月午前 80（大森） -70-65 （王子）， 同午後 76

（大森） --68-59 （浅草）, 8月午前 75（城東他）

-68-62 （小石JrD，降下後76（城東）－62-55（神

田）である凸

10）天候前幸！？（に比し比較的曇天が多く（特に 7月）

各地問に若干の主主具が認められる。とれは特に大島，

青梅，荒JrI，渋谷等で著しく，大島はとの3カ月間

曇が晴より多く，雨もかなり多かった凸然し都内一

般はやはりfl青が観測日数の五以上のととが多く，特

に8月は晴が多かった。雨は6' 7月は2～4日9

8月は1～2日である。

11)風向 地区によって相当異なり一概に論じ難いこ

とは前報同様であるが， 一般に南｛漏りの風のひん

（頻）度が漸増してきで， 6月はついに北筒りの風

より多いのが普通となり， 7月， 8月もほぽ同様で，

西岡りの風が最も少し、。

12）風級前報と大差なく，毎月平均風力ピユ F ブオ

F トの2前後，各地の差も少いが，大島，牛込は異

例で， 4～5位，小さい方は特記する程のととはな

し、が，石神井，城東，立JrI，大久保等で、1～2であ
倍で、あった。 る。

7）気温前報につづき経月的にi!W1次上昇しているo 斎藤 功 両角 清

各地の気温差の縮少傾向は前報の5月以降はほとん 小林正武 中山袈裟典

ど停止し，本期間の各地最高最低気福差は5月とほ

( 32 ) 



XXIV 東京都の煤煙と屋外空気に関する調査

（第4報）

調査方法は第1報同様であるから省略し，調査成績

の概略を報告する。本報告の調査期間は1955年8月15

日～11月15日の3ヵ月間で、ある。

なお試験月の記載要領は前報同様である。

1）降下はいじんの量（埴／kmヨ／月）その他 秋季の

成韻であるが，前報と大同小異で， 9月は最多は浅

草29.53埴，最少は青梅2.72臨，平均15.40埴，地区

別平均値ではば‘い煙地区20.?L!聴，中間地区13.94埴，

31~ばし、煙地区8.241也旧市内部 18.29I直，新区及び

郡部都市9.76躍＂ 10月は最多は日本慌30.03臨，最

少は立J!\3.22臨（本月以！I~青梅は畑中の新築屋上に

位置換えし，同時に異常な増量を来した。とれは主

として屋根の汚染と畑土の飛散等の影響と思われた

ので，除外した）。平均14.70地，ばい煙地区19.77

聴，中間地区11.03瞳，非ぱし、煙地区7.451仇 i日市

内部16.70埴，新区及び都部都市7.28謹， 11月は最

多は荒川28.71Jt!l1，最少は大島5.75瞳，平均15.99

｝払ばい煙地区20.80臨，中間地区12.71聴JドばL、

煙地区11.11臨， i日市内部17.54聴，新区及び郡部

都市9.56殖である凸

成分では，一般に無機分が有機分の約2倍前後，

11月分に対するさらに精密な成分々祈結果では前報

の8月の場合に俵も類似するが， 8月の｜擦よりタ｛

ノレ分以外の炭素分， SOs,NHsが多く， cれ等が降

下じん（鹿）総量と必ずLii ml}~ しないことを示したo

不溶分は可溶分の2倍弱である。各地放射能（cpm

/m＇！.／月）は概して前報より弱く，且つ各地の｛直には

BfJ報の8月の場合のように相当の差があった。各地

の値の最高平均一最低を記すると， 9月は585（城

東）ー340--75（赤坂）' 10月は 1081（大森） -349 

-0 （傑JI!),11月は2191（中央）－610--72（玉JI[)

である。降下じん（座）量とは余り関係がなし、

2）じんあい数（個／cc) 前報と大差なし、。各地毎

月の最多（随一平均一長少｛直を記すると， 9月は 393

（杉並） -272--183 （赤坂）' 10月目、821（日本橋）

-407-204 （赤坂）' 11月は789（趨町） -351-174 

（青梅）で、ある。

3）じんあい量（mg/m3) 前報と状況大差ないがや

や多し、感じで，各地毎月の長多値一平均値一最少値

を記すると， 9月は3.0（王子） -1.8-0. 7 （青梅），

10月は 4.4（傑JI［）ー2.0-0.7（向島他）' 11月は

4.0 （赤民） -2.2-0.9 （大森）である。 10月は有

機，無機分の畳が接近Lた。

4）炭酸ガス量（対） 前報と大差ないが10月はやや

多かった。各地毎月の最多値一平均一最少値を記す

ると， 9月は0.51（渋谷・他）－0.36-0.26（立）I))'

10月は 0.72（牛込） -0.46-0.35 （杉並・他）' 11 

月は0.81（渋谷） -0.42-0.26 （中央）であるむ

5）細菌・数（落下菌数） 前報同様各地の差が相当あ

る凸各地毎月の最多値一平均値一長少値は， 9月は

193 （滝野川） -58-2 （城東）' 10月は126（向島）

-66-21 （渋谷）' 11月は 185（赤1友） --63-9 （立

JI j) となる白

6）紫外線エネルギー強度（分） 前報より漸減して

ぎた。 9ヵ所平均9'10, 11月午前及び午後それぞ

れ2.338及び2.265, 1. 833及び1.322' 1. 913及び

1.276で，強い方からほぽ大久保，鶴町ラ日本i乱

向島，青梅，荒）I！，杉並西，滝野川，中央のJI院であ

る凸大久保は中央の2～3倍の強きである。

7）気潟 秋季に入り漸次低下している。毎日の各地

気温差は普通5～6°C以下で，前報とほ！王、同じで

ある。月間平均気温は各地の差が前報よりも一層小

となり，各地大同小異で，たとえば， 9月の各地の最

高一平均一最低値は， 午前 28.2°C （小石JI!)-

26.3° C-24.0° c （大島），同午後は 28.5°C （麹

町） -27.6°C-25.9°C （大島）であるむ同じく10

月は午前 22.4°c （立JI!)-20.9°C-19.7°C （大

島），午後は22.7°C（麹町，大森） 21.9°C--20. 7 

oc （大島）' 11月午前は1s.s0cc立）f!)-16.1°C-

14.4° c （石神井），午後は 19.1°C C大森） -17.5 

°C-・16.1°C （四谷・他）である凸

8）最高，最低気温 9カ所の成績である。同時期の

各地気温差は前報とほぼ、同様であるO 月間平均値で

は9月は杉並，大久保が他より若干f尽く，他は大差

ない。 10,11月は荒）I＼，杉並が低く，青若手は最高が

高いが，最低は（尽く，中央，日本橋｛郎、ず、れも高し、

午前の各地最高，最低平均値は9月29.4及び22.7,

10月23.8及び16.8,11月は19.5及び11.3°C，午後

は段高は大同小異で最低は約30C前後高し、

9）湿度（%） 前報とほぼ同様な状況で，各地の月

間平均値は差が小さく，小石川等がやや高く，大久

保，杉並，荒川，芝，壬子等は他より jg(い時があるむ

各地月間平均値の最高一平均一最低を示すと， 9月

午前は81（石神井） 72-66 （荒川［），同午後は83

（小石Ji!)-68-63 （大久｛呆）ラ 10月午前は 79（向

島‘他）一一75--68（大久保），同午後は 78（小石川

・他） -73--69 （荒川）' 11月午前は 77（小石川）

67--61 （立JIj)' 同午後は 74（浅草） -65-55 

（渋谷）で、あるo

10）天候秋季に入り各地の詫は前幸Nより著しくなっ
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た。 9,11月は一般に晴が曇；より多いが， 10月は反

対である白雨は観測日数中9月は4～6日， 10月は

7～10日で本年最多， 11月は4～5日である白との

3ヵ月を通じ鶴町と日本橋は類似し，中央よりll青が

多い凸

11〕風向 南儒りの風が漸次少くなり，再び北備りの

買が多くなった。 9月は北，南，東等の風が主であ

るが，風向不定でひん度は各地異っている。 10,11 

月は北筒りの風，北東風，北西風等が多い凸

12）風級前報と状況大差ないが，やや小で日．つ大島，

牛込は異例に大，石神井，城東は小なのが顕著で、あ

る凸各地月間平均値の最大平均最小を記すると，

9月午前は4.3（大島） -1.8-0.3 （城東），午後は

4.4 （牛込） 2.1 0.3 （城東）, 10月の平均値は午

前 2.2，午後 2.3,11月は午前午後共に1.6で若干

草月まる。

斎藤功両角清

小林正武

xxv 東京都の煤畑と屋外空気に関する調査
一一第1試験年間の成縞一一

19;:;4年11月15日～1955年11月15日までの1年聞の東

京都全域26ヵ所の降下じん（塵），空気状態（じんあい

数》じんあし、最，炭酸ガス量，落下菌数，紫外線強度

等）， 気象条件（気温，湿度，天候，風向，風力等）

等の調査成墳を通観すると，東京都は世界一流のばい

煙都市であり，特に暖房季のピル街やばしサ型地区は注

意せられる。本報は1956年10月の第11回日本公衆衛生

学会総会に発表され，また内容の大要は都市問題47,

28～おう 1956に発表，紹介された。

斎藤功

XXVI 我々の目下使用中の簡易ばいじん（墜）計！こっ

いて

現在ばいじん（塵）計として標準的とされているもの

は，かなり大型で月間雨水蓄積量も多く，一機関が多↑

数個所の調査に使用するととは間難で、あるoばし、じん

計は直径1~～70cm 位の範囲では結果に差がないとさ

れており，我々の協同者~LJ 口等もある程度とれを確め

ておるそうで，我々は積々考察後，直径15cm余，内容

約6lの広口瓶を作成し，ばいじん計として使用Lた。

とれは価格安価，運搬及び後処理容易，月間蓄積雨量

は自然蒸発のため少く，多雨期もあふれず，同時に多

数個所での使用可能であり，とん虫の迷入も案外少し

簡易ばいじん計とじて月乱、得る凸

斎藤功

文献

1) Ashworth: Smoke and the Atmosphere,1933 

2) 斎藤功，山口三郎，南条準：厚生省要望研究課

題「環境衛生検査術式改善に関する研究」経過報

告，昭和29年 5月．

3) 斎藤功・他：東京都の煤明と屋外空気に関する

調査（第1報）東京都立衛生研究所研究報告， 12,

昭和31年3月．

XX VII 日本薬学会普通室内空気判定標準中の

襲域数判定法改訂試案

1955年改訂の上記判定標準中のじんあい数判定践は，

1952年頃までの都内の状態が相当考慮されていたが，

1953年以降叫品、煙c増加に伴う外気中じんあい数の

増加は特に冬季において著しく， 1000/cc以上の場合

も，地｜疋によっては，しばしばある状態となった。か

かる場合に対しては上記判定標準は適用困難な場合も

あるので，私は下のように小訂するととを提案したし、。

私は1955年末から以下によって判定してし、るo

斎藤功

文献

斎藤功：日本来学会協定普通室内空気判定標準改訂

案につし、て，公衆衛生ぅ 16,(G), 42, 1954，及び衛生

試験訟註解，公衆衛生年報， 2,(2), 137' 1954 

普通室内空気試験成績判定標準表

A B c D E 

外気500以下の場合 1.6～2.9 3.0～3.9 4.0～4.9 5.0以上

外気500以上の場合 3.0～3.9 I 4.0以ヒ

ょっ、て区分するo

XX VIII 室内空気状態の季節的差異について は窓閉鎖が普通であるため，各は室内空気汚染が大で，

室内空気は主として在室者の人為的影響に左右され 機械換気設備のない所は，秋季の調査では良好な成績

るが，これはまた換気の良否に関する処が多く，換気 を示しながら，冬季は総て衛生不適となるような例が

の良否は容とつ開放程度如何によって大差を生ず、る凸各 少くないとととう室内空気は機械換気を行わない！浪り
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周辺外気より清浄には保ち難し、とととに，一般の注意

を喚起したI.、。

斎藤功

XXIX 環境消毒法の研究（第3報）

某紫外線殺菌器の殺菌効果について

本器はC4~形，三面白トj放，内部反射式で， ヒ部に特

殊硝子放電管製紫外線灯（15W型）があり，その30cm

下に載助金網がある凸本器で培養基上の菌は糸状菌以

外の各j歪細菌は1～5分以内に殺菌され，各種理容器

具では付着菌数が数万か数千かで大腸菌では 7.5～10

分ないし3～7.5分以内，葡萄球菌（寺島株）では15

～20分なし、し7.5～15分以内で殺菌完了する。本器の

殺菌効果が前幸rxの殺菌箱より良いのは，器内気j吊の上

昇が少いからと解釈せられるむ

斎藤功

小椋正武

xxx 2銀行の環境ならびに実感調査について
1955年3司 8, 9月の数回モデル的小型冷暖房換気

設備を有する2銀行支店で行った調査は，各種環境条

件の不良化と換気不足との密接な相関，換気効果と換

気設備の管理や換気設計，特に給気仁i位置の選定の関

連，環境状態特に温度条件の適否と温度感，疲労感，

食慾，事務能率等の相関，環境衛生上の暖冷房換気の

重要性等を示し，且つ気温25°C , 27° C , 70° F.E.T., 

73°F.E.T.等の有する意義に関する従来の提唱にかな

りよく合致する結果を得た凸

斎藤功

文献

斎藤功：東京都衛生局業務報告書，第 17号， 27,

1956，及び東京都立衛生研究所事業月報， 79号， 38,

19550 

XXXI 秋季の2図書錦閲覧室の空気状態

1953年10月の某大学図書館とヲ 1955年 9月の主に中，

高校生の都内某図書館の例である。

何れもとの閣のものとLてはほぼ中等大の図書館で，

機械換気設備掠く，窓が適宜開放されており，各数室

を試験した。ほとんど空席が無しイ立に入場者は多かっ

たが，気温22～25°C｛立で季節的に温度条件が良く，

空気汚染も案外少くう日本薬学会普通室内空気判定標

準で不適は無く，準不適が少しあったのみで、あった白

窓開放季には室内空気汚染は案外少し、。

斎藤功

両角清

XXXII 薬石油コン口（新，！日2型）の衛生試験成績

1953年末 coヲS02,C02を試験した凸点火中は若

干石油臭があり，有害ガス発生量は供試石油 (1, 2 

号品は会社提供タイガー油， 3号は市版タイガー泊，

4号l土日本石油）や燃焼状態で遣うが，両型大差なし、。

近くの窓を開し、て置けば有害ガスの寄は無視でぎるが，

窓密閉時すぐ慢では1, 2, 4号石油は約1時間以内，

3号石油は10分以内にcoが0.019百以上となり，燃焼

悪く赤焔／JIる時はco最は2-3倍となる凸コシロラ

i援炉等は検査を要する。

(2）栄養課

斎藤功

中山袈裟典

XXXIII 燐の比色定量について（追試）

栄養分析において燐の定量には現在ほとんど容量法，

重量訟が行われているむしかしとれらは何れも時間

と熟練を要する。そとで一層簡便で、誤差の少ない方法

を得．るために比色定量が栄養分析に適当であるか否か

の検討を行った。すなわち，従来のそリプデンプル｛

訟および Bermhard氏怯を対照とし，そのうちモリ

フザデyプル｛訟による結果を得た凸とれを要約するに

本法は栄養分析上充分に利用され得るし時間的に万以

上の短縮となり操作ヒ特別の熟練も要しなし、。

新井養老 藤沢正白古

酒井 4致鹿田幸雄

XXXIV 魚類の NaCl含有量について

食塩に関連をもっ病人食餌には血合肉は思く白身肉

がよいといわれ，その献立作製に際して常に食塩の含

量に留意されているoよって日常食膳に供する主な魚

類31種の NaCl量を比較検討してみた。その結果海水

魚と淡水魚では淡水魚の方が NaCl含量が少し、凸又自

身肉（平均0.157%）と赤身肉（平均0.117%）では赤

身肉の方が少し、更に魚類分類上からは具体亜日〈ひ

らめ，おひょう），等推亜日 （さけ，ます，あゆ，わ

かさぎ＼しらうお等）は合内顎頭目（とびうお） (0.38 

%）より少し、

新井養老 ｜嵯 11g~ 喜一郎

酒井 4強大木稔子
xxxv 牛乳の取扱い時における酸度と糖質及び蛋白

質との関係について

牛乳は各種の成分を含有Lている理想的な完全食品

である凸しかしその取り扱い方が悪いと合有成分の変

化を免れ得．なし、殊に夏は酸敗が速いといわれている

ので酸度について細菌繁殖を一つの指標とみなし，そ

れが乳階及び蛋白質にもたらす影響を原乳と市乳の開

栓，閉栓の場合について実験を行った。関栓の場合が

最も判然と示L，原乳では3時間後，市乳は6時間後

から急激な増加を示す。保存は 10°C.l;J，下に努め，開
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栓したら速に処理する。

新井養老丸浜裕子

酒井 j数 山田百合子

藤沢正吉

XXXVI 糠昧噌漬のカルシウム強化について

（卵殻による実験）

最近完査栄養へC要望に応えて栄養食品の強化が重

要視されて来たO そとで Caの不足欠陥を是正するに

安価でしかも味に余り影響の少ない一つの Ca強化方

怯とじて糠味噌漬を採用した凸米食を主とする日本人

にはきわめて有意義な副食物である。前回は添加剤と

Lて塩化，乳酸，炭酸Caを用いた凸今回は廃棄物と

して顧みられなかった卵殻を利用した。薬品による強

化に比較しはるかに卵殻の吸収比率は低いが，その量

のし、かんにかかわらず風味の点ではすぐれている凸

新井養老摺地節子

酒井 i敏 八章樫首i技
渡辺甲子

XXXVII 鶏卵の鮮度が品質に及｛ます影響にワいて

鶏卵は牛乳と共に秀れた栄養食品に数えられていて

広く利用されている凸また卵査体が日本人にとかく欠

け勝な蛋白質，ととに必須アミノ酸を含み，その部合

もよく｛也の蛋自の不足勝なメチオニ：／＇ トリプトフア

ジ多く卵殻は粉末にして糠味噌潰に添加してカルシウ

ムの強化にする等その用途はすとぷる広し、。そとで産

卵後の取扱い，すなわち鮮度が最も重視される。特に

夏季における鮮度の良苔が品質に及ぼす影響を物理的，

化学的に実験した。

新井養老藤沢正吉

酒井機荻原生子

XXXVIII S区における弁当コンクールについて

との応募に当って価額30～35円（主食副食），主食

は米（9勺～1合）又はパ：／使用，軽労作の男子向昼

食。その結果提出数42点で米食36例，パy食6例むそ

のうちで特色あるものは主食麦飯，副食竹論と野菜の

妙煮，わかめの佃煮，沢あんで腐敗しにくし悦・料を選

んだ。なま物を避け必ず加熱する。料理はrr郎、ためと
手製の佃煮，球つけは濃目にし汁を少くし調理法によ

り食品のもつ色彩をいかLた。調理J法が手軽で一品で

料理のひん度数を多くした。 （熱量814，蛋白23.6g)

新井養老渡辺甲子

酒井 3数

XXXIX 身体障害者の栄養摂取状況（続報）

身体障害者の職業補導に関連して，補導生の更生援

々を入所させ各々の能力に応じた智能昏発と技術を習

得させ職能人の養成を目的とした社会的経済的更生を

強力に推進しつつ今日に及んでいる施設で，収容補導

する本邦唯一の職業補導の機関で、あるのに鑑みラその

特殊生活者の栄養摂取状況の調査を企図し2～3につ

いて行っている。

新井義者 ｜嵯 118~ 喜一郎

酒井 i薮藤沢正吉

XL 保育園における栄養調査（続報）

さきに昭和28年 1月下旬から3月下旬に直る3ヶ月

間において3日間ずつ都内23ヶ所の保育園につし、て栄

養調査を行いその結果を得．たが，今回は調査の対象を

年令満5才の闘見男女各5名計10名とし， Lかも家庭

で栄養に対し関心をもっ者と，もたない者半数ずつ選

び， 11月から向う 3ヶ月間の冬期において毎月 2回ず

つ計6日間を地域的に考慮した都内3ヶ所（荏原，白

金，玉姫）の保育闘を選び各自の持参弁当ヲ給食ヲ間

食について調査したO

新井養老渡辺甲子

酒井 j駿

XLI カキの産地別蛋白構成アミノ酸について

カキの栄養価は秋から多にかけてがシユ＞＇で、美味と

栄養のごつを具えている点では貝類中の王座析占めて

いる。カキの成分中で特異とする所はグリコーゲンと

呼ぶ糖質に富み，消化！庇収もよし、。季節における全国

主要産地（新潟，京者IS，宮城，三重，広島ラ佐賀〔マ

ガキ及び有明〕， 東京）のカキについて一般栄養成分

並びに蛋白構成アミノ酸の比較検討をffったととろ，

カキの蛋白質中ロイシシ，イソロイシンが多く他の魚

肉蛋！与とほぼ同様である。

新井養老古内正孝

酒井 j段藤沢正吉

XLII いわゆる「だし」のうま昧について

古来，いわゆる〆シのうま味として煮干，かつお節，

削節の類が調味料に月乱、られており，その是味ll%；分も

またイノシシ酸のとスチヂ＇：／塩なりといわれて来たむ

しかしラそれのみが呈味成分なのか，或いは他にも総

合的なものがあるのか興味深く思われたのでヲ主要産

地の煮干，かつお節， l~U節について実験台行った口

検体はし寸どれも，すでに数栢のアミン類ケみており，

特にj腐敗初期の現象と主味とが，何等かの関係争f有す

るように印象ずけられたo

新井養老藤沢正吉

酒井 j敏鹿田幸雄

護を呂的とし，重度の身体障害者主として肢休不自由 XL III T母子壌の栄養摂取状況（冬季）

な者又は失明者の更生地設を含む，とれらの不幸な人 母子寮は生活扶助を受け福祉地設に入寮Lている世

( 36 ) 



帯で，家族は3～7人の子女を抱え育成している。そ

の生活条件は若干を除~決して楽ではなし、。との世帯

の人達が日常どこにしわ寄せをしているのか，ことに

食生活の実態、をは握する目的で都内T母子寮40世帯に

ついて栄養調査を行った。その結果成人1人1日の栄

養摂取量を中労作とみて，熱量の不足40%，蛋白は50

%が基準に達しなし、むその他ピタミン B2, カルシウ

ムも不足している。

新井養老 ｜嵯 Jiff~ 喜一郎

酒井 j敷

(3）水質課

XLIV 東京内湾及び流入河川の水深場水の細菌学的

試験

東京内湾及び流入各河JIIの水質が高度に汚染してい

るととは容易に蔵保されるが，夏季には水泳場として

利用される場所が多いので，その水質試験を行った。

すなわち，平和島，第三台場， 10号埋立地，袖ケ浦，

羽田沖の各海水及び六郷JII，荒JII放水路，中JIIの各河

；｝（につき 7' 8' 9の3カ月間数回にわたり大腸菌群

試験，一般細菌数試験を行ったO 結果はいず、れも高度

の汚染を認め水泳場水としては好ましくなかった。

10:ミ本浩一

XLV 7.1<.涼プールの水質試験

例年のように， 7' 8月にわたり都内の学校，公設，

私設の水泳プ ~JI,約 105 につき水質試験を行った。試

験項目は， P百，残留塩素，透視度，アンモニア性窒

素，過マンガン酸カリ消費量ラ塩素イオ y，一般細菌

数，大腸菌群試験である。試験結果は前年に比し多少

良好であるが，なお消毒不充分のものが多い。

長尾元雅島田秀子

松本浩一斎藤庄次

山崎堅吉

XLVI 東京都内井7］くから検出す忍地下水性等脚類の

2新種について

都内井水から検出する地下水性等脚類につ号研究の

結果，新属新種， I，及び新種1を得て前者を Mackinia

Japonica gen. et. sp. nov.後者を Asellushubrichti 

sp. nov.と命名し発表した。属及び閣の記載は水産学

会誌21巻， 12号， pp.1219～1225, (1956）を参照さ

才Lfこし、。

松本浩一

XL VII 都内温泉について

近来都内温泉は，とみに増加の傾向にあるむその泉

質は大体食塩泉，重苦泉，炭田空鉄泉，合珪酸単純泉等で

あるO 分布状態は江東及び城南方面には多く主として

( 37 ) 

食塩泉，重耳泉，及びその両方を含有するもぐっ，さら

にヨ｛ド，ブロ F ムを併有するものがある。仮橋，王

子，中野方面には鉄泉が二三ある。又そゥ両地区の中

間にあたる，すなわち，目黒，渋谷方面に珪酸含有単

純泉がある。大体におし、て温度はひくく，水深 500m

一一900m位のものではじめて25°C-32°C位に達する。

他はおおむね17°C前後のもので、あるむ

長尾元雅斎藤庄次

酒井ヤ志子

XLVIII 30年度薬湯検査について

近年汚染が甚だしく問題となって来た？っで一般浴水

と比較するため，浴場数30，薬j舗の種類13，男女浴槽

から採酌60件につを試験を行った。諸条件により試験

項目によっては一般裕水の指導方針規格と比較するの

に困難な結果が表われた。薬湯の場合， 1裕場（牛乳

風呂）を除いてはアルブ‘ミノイド窒素及びアシモニヤ

性窒素の合計量を一つの規準としたらどうかと云うと

ととヲ汚染防止には一般浴水同様止め湯排水後の捕除

及び換水ならびに営業中常に浴水のオ｛ノミ～ブロ F が

大切なととを推定した。

山 11時堅吉

XLIX 某地区の汚染調査

井71<の汚染調査は，汚染後の化学分析，地下探査等

によっても極めて困難な場合がある。

今回，丁度汚染前と後との水質試験を行ったため，

極めて明白な結果が示されたので、その一例を示す。

（；欠頁表 A)

との結果から，汚染後，塩素，鉄，硬度が増力Eし，

ア yモニヤ性窒素がi場·1~

れたととが判るO 現在行っている都内井7J<.c調査もと

んな点で有意義と思われる。 長尾元雅

三村秀－

L 工業用水の依額試験について

近時工業用7.K.の重要性は当研究所の依頼何二数の増加，

更に工業技術院にて，試験法規格の作成等から明白で

ある。昨年度の当研究所の依頼t情況は次むとおりであ
'7 
';;) 0 

（次頁表 B)

i主l上の結果から，都内では，工場地帯が｛民地に多く，

叉関東ロ F ム層の関係で，塩分，鉄分の極めて多い7J<.

が使用されているととが分る。

三三村秀一



（表 A)

III 食品獣医部

(1） 食品諜

LI 食品の枇素試験法について

一一特に毛リブデンブルーによる

比色定量及び壌機法について…一一

枇素定量法として最も一般的なグヅトツアイト法は

誤差大ぎく，定量値の判定にも相当の熟練を要する。

そとで客観的分析値の得られるモリプデシプル｛法に

よる比色定量について検討したととろ（AsHa岐収剤

として N/1000Lを使用） 0～11γ で危険率5揺にお

ける誤差範囲土0.22γ で定量でまるととを確め，さら

に実際検体に Mg(NOs)2を添加して 600°Cで友化

した場合，従来の硫硝駿j要機怯にまさる枇素の回収率

を得た。

新井養老桧井多一

三雲隆三郎西垣 進

LII 人造氷の成分規格の製氷技術について

毎年行われる一斉検査で不適は30%内外もある。そ

のた半を占めるのがグロ｛ルイオ y量の超過によるも

ので‘ある。それをなくするには，製氷技術の改善によ

( 38 ) 

らなければならないと考え，次の方法を実施して良結

果を得た。すなわち，換水2回のうち，いずれか1回

だけ換水の際に内聞を清水で、洗日産するととによって，

ほとんどその憂いはなくなった。

三雲隆三度15 木村康夫

松井多

(2）製品課

LIII 魔法びんの溶出アルカリ試験

ガラス製品は，水，酸，アルカリに耐性があり，溶

出物質も僅少であるので，食品に使用するガラス容器

のイヒ学試験は一般に行われなし、鹿怯びんのガラスを

調査したととろ，ガラスの部分から遊離アルカリを溶

出する不良品を発見したので，薬局方の試験， JIS規

格試験及び表面の溶出試験を行った凸その結果JIS規

格不適のもりは，表面のアルカリ溶出試験にも PHの

変化が著しく認められる。不良品でも浸出を反復する

ととによって，遊離アルカリをi朝日戒する傾向がある。

良質のものは浸出液がはじめからPHに変化がなし、

秋山勝治

藤居瑛



LIV 合成膨脹剤原料の試験成績

膨脹剤の製品検査の際に原料を試験すると，佐々に

して不良品を発足するととがある。膨脹剤原料として

品質を指定されている 8品目のうち，最も多く業者間

で使用される重炭酸ソーダ＼明ばん類，酸性りん酸石

友，塩化アジモンについて試験をした。

試験結果は重炭酸ソ F 〆13種（不適2）.謹）， 明ばん

類12種（不適121霊），酸性りん酸石友7種（不適2種），

塩化アンモン6種（不適3種）でう 成績は不良である

が，比素，有害性金属は検Ii＼しなかった白

秋山勝治大畠敏子

小野綾子

(3) 獣医衛生課

LV 狂犬病野外毒接種「マウス」における「ネグリ

一」小体，補体結合反応，病毒等の発現時期に

ついて

3者の発現時期の相互関係を検討するため「マウス」

接種試験を行い，つぎ、の成績を得た凸

1. 接種後まず、病毒が現われ，補体結ff反応， 「ネグ

リー」小体のJI闘に， 1日位のずれで、現われる白

2. 病毒価は比較的急激に上昇L，以後緩慢に上昇叉

は持続するむ補休結合反応は柄毒価が上昇しようと

する時に現われ， 「ネグリ｛」小イヰては病毒価が上昇

しおわった境に現われる。

｜嶋田幸治大石純

ヒ木英人村上

加藤多右衛門

LVI 犬を用いた狂犬病野外毒接種試験 (1) 

仔犬8四に4来の野外吉－を脳内接種L，発病経過を

観察試験を行い，つぎの成績を得た。

症状群，熱型，潜伏期，発病期間等は同系株でも一

定した型は認められず，イ＊￥詰も高熱は認められなし、。

剖見所見は衰弱が多く検査成績は一致しているo査般

的に見て回定毒株のような一つの決った型を認めると

とは出来なかった。

上木英人大石純

村ヒ ー野田正健

加藤多右衛門

Tこb

春田三位夫

加藤千里

LVIII 市販動物性食品における腸球菌の調査

第 i報汚染率と汚染濃度

昭和26年以降都内各保健所から送付された動物性食

品 1311件につし、て行った腸球臨調査試験成蹟は次の

とおりである。

汚染率：生肉では96%，同加工品｛士65%，鮮魚類

（さしみ） 77%，練製品類 6396，一次加工品類 8596,

市手L7096，アイスグリーム 65%，粉乳 75揺を示し，

各試料の種類により若干の差異は認められるが，いず

れの試料で、も過半数に腸球菌を検出した。

汚染濃度：生肉では 10十九同加工品では 10~ －~であ

るが，その63%は10＇.＼，鮮魚（さしみ） 101ーヘその60%

が1023，練製品101ヘその68%が102-3，市乳 10ヨ－3'

粉乳1023，その80%が 10~ 3，アイスクリーム101-2を

示した。

IV 化学試験部

(1) 医薬品第一課

市川忠、次

大石純

LIX 学校給食パンと市販エンリッチパンのピタミン

B1, B2の定量

エジリッチパシ中のピタミ：／B1,B2の定量を行った。

との中学校給食パyの定量成績は，はなはだ良くなか

った。との原因として色々考えられるが，その一つに

製パy技術上の問題がある。現在給食パシは，各校の

近くの小規模の工場で製造され，強化されたピタミシ

ヶ減耗に対する注意など査く払われていなL、そとで

優秀な製パン設備の有るN社の市販エジリッチパシの

ピタミシを定量L，両者の成慣を比較したととろ，学

校給食パシに比L謡かに良い成績を得た。

湯本芳雄川口京子

田富栄

LX フヱノール，次亜塩素酸を用いるメチオニンの

定量法

従来メチオニ ：／ 0つ定量には， 1) ニγヒドリシを使

LVII 牛乳中の大腸菌群の耐熱性に関する実験的研究， 用ずる比色法。 2) 二トロプルシツドナトリウムによ

特にブイヨン培養菌と牛説培養菌の耐熱性の比 る比色i告。 3) 沃素滴定法等があるむ しかしとれらの

較について 方怯はわれわれが実際に市版メチオニシ製剤について

大腸菌群を牛乳で増菌すると耐熱性を増強すると言 応用する場合，とれらの定量訟を妨害する薬品が配合

う増山等の報告を基として，大腸蔚のブイヨン培養と されているものが多いので，操作上種々難点があるD

牛乳培養につし、て同一菌最を同一条件で63°C-50分 そとで寸つれわれはフエノールとアジモニアの混合物に，

間加熱したが両者間に熱抵抗性の差は認められなかっ アルカリ性で次亜塩素酸ナトリウムを作用させるとき，

( 39 ) 



イシドブエノ｛ルを形成するトーマスの反応を検討し

た結果，とれを用し、て簡単にメチオニ Yの定量ができ

るととを認めた。 0.0196～0.296のメチオニンを含有

する試料lmlに59百フエノール溶液2ml, 4 %次亜

塩素酸ナトリウム溶液2mlを加え 5分間放置し，と

れにプタノ F ル 5mlを加え摂重量してブタノール層を

とり波長65om・で、透過率を測定すれば，との範囲では

検量線は大体直線を示すむ本訟に対Lピタミ ：／B1'B2, 

Bn, B12, C，ブド戸崎，ニコチシ酸アミド、，ルチ ：／＇

グルグロ y酸，ペyジルアルコール，塩酸エフェ F'リ

ソ等Ii:銑害しない， Tこだグリシ γ，タウリソ等の共存

は本践に対し妨害するD

（科医薬品第エ課

湯本芳雄

椅爪六郎

LXI 東京都内における市販生薬の品質について

収主試験の品目は国東Eの公布を機会に主rその収
載品中基原的に問題のあるもの，偽和混用の恐れある

もの12品自 743件を選んだ白ゾシノショウコ，サイシ

シが過半数の不適を出L，エジコ、、サグ，ソウハグヒ，

コウボグヲマクリ，ショウマ，サシシ Y，とれに次ぎ、

プシユユ，ボウフウ，プシツヲプミシは成績良好であ

る。不適の理由は友分の過量：，エキス分等の不足，異

物混有等があげられる凸又ボウフウ，サイシ Y，ショ

ウマは基原的に問題であるととを発見した。

平岩通夫西川洋一

小泉清太郎

LXII リンデン添加除虫菊製剤中含有ピレトリンの定

量について

防疫用除虫菊乳剤の試験には公定法としてベシゼシ

を用いる容量法が採用（衛試69,21, 1951）されてい

るが，とれは天然ピレトリン’を対象とするもので、あるD

近年天然品又は合成品に r-BHCその他を配剤した粉

末剤，石油剤が市1反され，しばしば試験を依頼される

関係上定量の必要を感じた。とのような諸製剤に前記

公定住がそのまま応用出来るかどうか各種のものにつ

き実験の結果は公定住がほぼ適用し得るととを認めた凸

平岩通夫

( 40 ) 

(3) 医薬品第五課

LXIII 非水溶媒中 FeC13によるフエノール類の新比

色定量j去

I . 2,2＇一一メチレンピス（ 3,4,6－トリク口口

フエノール） (Gl 1)及び2,2.’ーチオピス（4,6

ージク口ロフヱノール）（アクタマー）の比色

定量法

Gll及びアグタマ｛は通常の非水溶媒中で1まFeCla

により発色しないが，アセトシ溶媒中ではピリジシ及

び酢酸の共存でG11(500m,ci），アグタマ~(512. 5m1-l) 

に最大吸収を有する是色を認め，とれを比色定量i生lご

応用するための条件を検討し，その方位を見出した凸

田村健夫

戸谷哲也

LXIV 非水溶媒中 FeC1:1によるフヱノール類の新比

色定霊法

II .香粧品中Gllの比色定量法

化粧用クリ F ム類中のGllの定量世：として（I)の比

色定量訟を応用すべく，その抽出方法を検討し，やや

満足すべき結果を得た。

田村健夫

戸谷哲也

LXV コレステロールの一新星色反応及びその比色

定量法について

I2-H2S04がコレステロ｛ルと特異的に紫赤色に発

色するととを見出L，比色定量訟に応用すペミ？条円二を

見出した。

田村健夫

戸谷哲也

LXVI ドロモラン（新合成麻薬）の比色定量法

ドロモラ Yが水銀塩と亜硝酸によって呈する紅色を

比色定量法に応用すべく条件を検討し，実用に供し得．

るととを見出した。 (.I;!、と4題は昭和31年度日本薬学

会年会において発表）。

田村健夫山添律子

戸谷哲也
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